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◆◆◆






　騎士が戦闘に向かう前にするべきことの一つは、甲かつ冑ちゆうを身に纏まとうことだ。

　それにはまず、絹きぬの下着を着る。これはもしかしたら死ぬかもしれない時のことを考えて、最小限の贅ぜい沢たくともいえた。

　続けて厚手のタイツを穿はき、同じように厚手のシャツを着る。足には革製の靴くつを履はいて、下に着るものは完了だ。

　その上から甲冑を纏うことになるのだが、すべて鉄でできている甲冑は、かなりの重さがあった。

　まず胴の部分からつける。一人ではできないので、従者が必ず付き添い手伝い、革かわ紐ひもでしっかりと体に固定した。

　上質な革で作られた手袋をはめている間に、肩かた当あて、腕うで当あて、脛すね当あてとつけていき、兜かぶとは一番最後、戦闘の直前か馬上で被かぶる。

　弓矢を使う必要があれば、ここで背中につけるが、今回は弓は持たずに出るので、肩の部分に長いマントをしっかりつけ、革ベルトに剣と短刀を下げた。

「ジョージ様、ご武ぶ運うんを……」

　レディ騎士の従者サリエリは、厳おごそかな表情で静かに頭を下げた。　

「サリエリ、案ずることはない。私は、必ず無事に帰る」

　こんな時は、決して笑わない。むしろ凜りんとした表情を浮かべているほうが、サリエリは安心するのだ。

　革ベルトを固定するバックルと剣の持ち手にも、生家のマッカラン家の紋もん章しよう、緋色の馬の姿が彫ほり込まれていた。

　レディ騎士ことジョージアは、紋章を見つめながら隣国にある生家を思い出す。

　戦場で死んだら、遺い体たいは国に戻さなくてもいい。

　ただこの剣だけを、父の元に届けるようにとサリエリには言ってあった。

　今頃は、マッカラン家の城の周りには、鮮あざやかな赤い薔ば薇らが咲き誇ほこっているだろうか。ジョージアは立ち止まり、故郷のある方角を見つめる。

　騎士として生きると言ったら、父はジョージアに二度と戻るなと命じた。

　ドレスを着なければ、この城に入ることは許さないとも言われた。

　だからもうジョージアには、帰る場所はない。

　女であっても騎士として仕えることを許してくれる王を探して、流離さすらうしかないのだ。








◆◆◆






「怯ひるむなーっ、無敗軍団とはいえ、所詮、人間。鎧よろいの下にある体に剣が刺されば、血も出るし、痛みも感じる」

　馬上でレディ騎士は叫ぶ。尻しり込ごみしている傭よう兵へいの背後について、しっかりと攻撃方法を指導していた。

「円陣を組み、一人を包囲しろ。卑ひ怯きようと言われても下がるな。複数で、一人を狙ねらえ」

　戦うための訓練だけを毎日している騎士と、一ひと握にぎりの砂さ金きん目当てに志願した傭兵では、明らかに実力が違う。

　しかも相手は、特別の訓練を施ほどこされ、死をも恐おそれぬハッシュウィルの無敗軍団だ。

　けれど無敗軍団といえども、大勢に囲まれる戦法では、実力を発はつ揮きしにくい。剣の技を知らぬ傭兵は、槍やりで突いてくる。しかも攻撃は無茶苦茶で、腕の立つ兵士ほど先が読めずに混乱していた。

「弓矢隊、前へ。援えん護ごする。西方の騎き馬ば兵へいを狙え」

　左手で盾たてを持ち、右手に剣を持ったレディ騎士は、手た綱づなも持たずに巧たくみに馬を繰あやつり、弓矢隊を狙う兵士めがけて突き進む。

　風になびく厚手のマントには、すでに矢が何本か刺さっている。それを抜く暇ひまもなく、レディ騎士は剣を構えて待つ敵兵の頭部に、渾こん身しんの力を込めて剣を振り下ろした。

　兜があるから、頭部が斬きれるわけではないが、馬上からの一振りの衝しよう撃げきで、兵士は音を立てて地面に倒れた。

　そこに数人の傭兵が駆け寄り、剣と槍やりで甲冑の隙すき間まを突く。

　安全になった弓矢隊が、その時、いっせいに騎馬兵に向かって矢を放った。何本かが馬に刺さり、驚いた馬は前足を高く上げる。騎馬兵は馬を制御できず、そのままどさっと地面に落ちた。

「よしっ、攻撃」

　数人の傭兵が、落馬した騎馬兵に向かって走っていく。その後を追おうとしたレディ騎士の前に、別の騎馬兵が立ちはだかった。

　互いに睨にらみ合う。

　かなり強い。すぐにわかった。

　だがレディ騎士は引けない。

　ゴシュラムのゴート王と誓せい約やくを交わした騎士である以上、どんなに強い敵でも、逃げることは許されないのだ。

　剣を構えた。盾を持ちながら、手綱をしっかり握る。そのまま間合いを詰めて、一気に馬を走らせる。

　敵も同じように馬を走らせ、剣を振りかざしてきた。

　当たった瞬間、レディ騎士は激しい衝撃で、兜を吹き飛ばされて落馬していた。

　力が強い。女だから負けているとは思わない。敵が信じられないような怪力の持ち主だったからだ。

「女か？」

　馬上の兵は、兜が外はずれたせいで溢あふれ出た見事な赤髪と、その美び貌ぼうに驚いている。

「ゴシュラムは兵が足りず、女まで戦場に送るのか？」

　嘲ちよう笑しようされて、レディ騎士はふらつきながらも立ち上がった。

「それは違う。ゴシュラムは強い者だけを、戦場に送ったのだ」

「ふんっ、生意気な。戦いくさの最後まで生き残っていたら、甲冑を剝はいで、ハッシュウィルに連れ帰ってやってもいいぞ」

「帰れると思っているのか」

　まだ痛みは残っていたが、そんなことを感じさせないように、レディ騎士はしっかりと両手で剣を構える。

　騎乗している敵を、下から斬りつけるのは難しい。しかも相手は頑がん丈じような甲冑を身につけている。痛手を与えられる場所を、確実に狙わないといけなかった。

「殺すには惜おしいな。だが俺は力がありすぎる。その綺き麗れいな顔を、胴体から切り離すと思うと、残念だよ」

　騎乗したまま、兵は近づいてきた。

　馬を傷つければ、勝機はある。だが馬には敵も味方もないし、よく訓練されたいい馬は、騎士達にとっては宝石よりも価か値ちがあったから傷つけたくはなかった。

「騎士なら名乗れ」

　レディ騎士は、古代からある騎士同士の一騎打ちの約束に則のつとって声を掛けた。

「ハッシュウィルに騎士はいない。とうの昔に滅ほろんだ」

「そうか、では勝手に名乗る。ゴシュラム騎士団、ジョージ・マッカランだ」

「そうかい。忘れないよ、赤髪のレディ騎士、ジョージ・マッカラン」

　敵兵の剣が振り下ろされた。レディ騎士は素早くその切っ先を避さけ、思い切り馬に体当たりをする。驚いた馬は、前足を上げて暴れた。

　騎馬兵と戦う時、自分が落馬した場合は、相手も同じように落馬させる。

　そう師し匠しようのグーズリー卿きように教わった。

　馬はできるだけ傷つけるなということも、グーズリー卿が教えてくれたのだ。

　敵は馬術も巧みらしい。馬が驚いていても動じることなく、宥なだめたと思ったら、また馬上からレディ騎士めがけて突進してきた。

　勝機が見えない。

　周りには誰もいないから、逃げても馬で追われたらそれまでだ。

　もう頭部を守ってくれる兜はない。

　あの豪腕の剣で薙なぎ払われたら、一瞬にして首が飛ぶだろう。

　私はここで死ぬのかと、レディ騎士は覚悟を決めた。

　騎士として戦場で死ぬならいい。そのために家族も捨て、国も捨ててきたのだ。

　真っ赤な薔薇の咲き誇る、見事な庭園が脳のう裏りをよぎる。

　そこに今はもういない、母の姿が見えたような気がした。








◆◆◆






　二十年前……。ゴシュラムの隣国シェルランドのマッカラン侯こう爵しやく家けでは、侯爵夫人、レディ・カナンがベッドに横たわって苦しげに呻うめいていた。

「サリエリ……人払いを」

　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべ、荒い息をしながら、カナンは、従者のサリエリに命じた。

「カナン様、本当におよろしいのですか？　すぐに侯爵様を迎えにまいりますが」

「いいえ……産まれるまでは、侯爵を愛人の家から呼び戻したりしてはいけません。それより、あの者を」

　サリエリは悲しげな顔をして、側の部屋に控ひかえていた老ろう婆ばを呼びにいった。

　老婆はかなり高齢で、耳がよく聞こえない。しかも生まれつき話すことに不自由していたが、産さん婆ばとしての腕は確かで有名だった。

　お産がどんなものか、サリエリは男ながら知っている。湯を滾たぎらせ、清潔な亜あ麻ま布ぬのを用意して、主あるじであるカナンの出産に備えた。

　先代のジョージ・マッカラン侯爵が存命の時から、サリエリは侯爵家に仕えている。

　マッカラン侯爵は、下しも々じもの者にも公平で、人間のできたいい領主だった。

　けれど残念なことに、マッカラン侯爵は男の世よ継つぎに恵まれず、授かったのは三人の姉し妹まいだけだった。

　長女のカナンが十八歳の時に、マッカラン侯爵は病やまいで亡なくなった。三人のレディ達は、まだ誰も婚こん姻いんをしておらず、カナンは女侯爵として、父の跡を継いで侯爵となったのだ。

　カナンは、決して醜みにくい女性ではない。だが侯爵家を守るという責任感からだろうか。常に威い厳げんに満ち、近寄りがたい雰ふん囲い気きがあった。

　そのためか二人の妹を、それぞれ身分にふさわしい相手に嫁とつがせた後も、自身は婚姻することなく二十七歳まで独身だった。

　妹の子供の誰かを養子に迎え、侯爵家を継がせればいい。最初はカナンもそう考えていたはずだ。

　なのに運命は、とんでもないいたずらを用意していた。

　妹が嫁いだ男爵の友人で、赤い髪のハンサムな騎士ボルドに、何とカナンは本気で恋をしてしまったのだ。

　しかも相手はまだ爵位も持たない二は十た歳ちの若者で、自分の価値は美しさしかないとよく知っている、有名な女たらしだった。

　ボルドにとっては、恋も知らないカナンを落とすくらい、簡単だっただろう。

　カナンを本気で自分に惚ほれさせてしまえば、広大な領地を持つ侯爵家の婿むこになれる。

　戦もない平和な時代が続いていたから、騎士として名を上げて出世するのも難しい。それより女を口く説どいてしまうほうが、ずっと簡単だ。

　妹達は当然反対した。

　けれどその頃には、カナンの恋の病やまいは重症で、もはや後戻りできないほどになっていた。

　うまくいくはずがない。

　その原因は、カナンにもある。

　華はなやかな美び貌ぼうを売りに、遊び暮らしてきた騎士だ。それが自由に使える財産を得て、おとなしくいい夫に収まっていられるはずがない。

　まだボルドは、完全に大人の男になりきれない、子供だったのだから。

　やれ宴うたげだ、演奏会だ、狩りだと、夫は遊ぶのに忙しい。

　そんな夫を前にして、いつかカナンの顔からは笑みが消えていた。

　唯一の救いは、ボルドには資産をすべて使い果たすような愚おろかさはなく、領主としての仕事もきちんとこなしてくれていることだけだろう。

　だがそれも、自分の使える金がなくなることを怖れてのことだ。

　二年が過ぎても、カナンは子供に恵まれず、そうしているうちに、夫はカナンより十歳も年下の愛人を持った。

　さらに皮肉なことに、ほとんど同時期にカナンと愛人のマイヤは身み籠ごもったのだ。

　先週、マイヤは男児を産んでいる。

　もし生まれてきた子供が女だったら、侯爵家の跡取りはマイヤの産んだ男児になってしまう。だからカナンは、今日の出産に怯おびえているのだ。

　もしこの子供が女の子でも、また次に期待すればいいと、妹達は慰なぐさめてくれている。けれどカナンは、自分がもう二度と夫に愛されることはないだろうと、病的な妄想を抱いていた。

　だから生まれる子供に、運命をかけていたのだ。

「あーあ、あーあ、うんぎゃーっ」

　赤ん坊の泣き声に、サリエリは控えの間から湯を運び込んだ。

「カナン様、おめでとうございます。無事にお産まれですね」

　近寄ったサリエリは、カナンの無表情な顔に驚く。

　そこには出産したばかりの女が見せる、喜びの表情はなかった。

「サリエリ、あの者には、倍の支払いをしなさい。そして誰にも、ここで見たことは話さないように……ああ、そうだわ。彼女は話せないのよ。そのために呼んだのだから」

　放心したようにカナンは言う。

　老婆はカナンの産後の始末を終え、今は黙もく々もくと赤ん坊の体を洗っていた。

　赤ん坊を見なくても、サリエリはそれが女の子だというのはわかる。カナンの様子が、すべてを物語っていた。

「侯爵に伝えなさい。生まれたのは男児だと……」

「カナン様っ！　それはいくら何でもっ！」

「黙りなさい。これからは、私とおまえで、あの子の面倒を見るのです。誰かに聞かれたら、男だと言うのですよ」

「しかし……」

　赤ん坊は元気そうだった。ばたばたと手足を動かし、元気に泣いている。

　生まれたばかりだが、目鼻立ちがはっきりしていて、将来はかなり美しくなると思えた。

　サリエリはその子の将来を思って、はい、カナン様とは答えられない。

「侯爵に伝えなさい。生まれたのは、こちらが一週間遅かったけれど、この子は侯爵家の正式な世継ぎです。兄となれるよう、マイヤの子は、今から三日後に生まれたことにするように、ご配慮いただきたいと」

「……畏かしこまりました……」

　どう取とり繕つくろっても、いずればれる。

　サリエリは侯爵を恨うらんだ。

　カナンを不幸にしただけでなく、その娘まで不幸にしている。

　子供に罪はない。女達の確かく執しつの犠ぎ牲せいにするのは、あまりにも可か哀わい想そうだ。

　真新しい綺麗な布に包んだ赤ん坊を、黙って老婆は寝ているカナンの横に置く。そして身振り手振りで、乳の与え方を教えていた。

　レディとなると、普通は乳う母ばを雇やとう。だがカナンは、決して乳母を雇わず、自らの手で育てるつもりだ。

　いつまで見守れるのかわからないが、サリエリは生涯、この悲劇の姫君を守ろうと決意していた。








◆◆◆






　マッカラン侯爵家の庭には、見事な薔薇園がある。自分と同じ名前を持つ、祖父のジョージ・マッカラン侯爵は、薔薇で作った香こう油ゆや乾燥させた花びらを、貴婦人達に売ることを思いついた最初の人間だったからだと母に教えられた。

　温暖な気候のシェルランドでは、一年を通してよく花が咲く。祖父の興おこした商売は当たり、隣国のゴシュラムや、果ては北のハッシュウィルにまで、マッカラン家の薔薇は売られていくのだ。

　十二歳になったジョージ・マッカランは、悩みの真っ最中だ。そのせいで、庭に溢れる薔薇の花を、父から貰もらった剣で切り落としてばかりいた。

「若様、あたしたちの仕事を、手伝ってくださるんですか？」

　花の間から、明るい茶色の髪と、ソバカスだらけの笑顔が覗のぞいた。

「アミン、私は剣を持っている。不用意に近づくと怪け我がするぞ」

　ジョージは形のいい眉をきりりと上げて、アミンと呼んだ少女を振り向いた。

「ご心配なく。若様の髪は、薔薇に負けないほど真っ赤ですもの。どこにいてもわかります」

　アミンの手には、大きな籠かごがある。その中には、今、摘つまれたばかりの薔薇が、溢れるほど入っていた。

　一つ年下のアミンは、薔薇の管理をしている男の娘だ。一日中花摘みをしているから、その体からはいつも薔薇の甘い匂いがした。

「またカナン様に叱しかられたのですか？」

「叱られるも何もないよ。言いだせずに悩んでる」

　ジョージは薔薇の間に座り込む。するとその真っ赤な髪は、花の一部のようにして花々の間に隠れてしまった。

　アミンは籠を置き、ジョージの横に並んで座り込んだ。

「だってお父様の侯爵様は、いいっておっしゃったんでしょ」

「父が勧すすめたなんて言ったら、余計にややこしくなっちゃうだろ」

　ジョージの悩みは尽きない。

　カナンはとても教育熱心で、一流の学者を呼び寄せ、ジョージに最高の学問を学ばせている。

　おかげで語学、歴史、数学、絵画に詩しい歌かなど、すべてにおいて王族に匹ひつ敵てきするほどの教養をジョージは身につけ始めていた。

　だがもう十二歳になる。

　弟のエドガーは、じきに騎士のもとに修行に出ると聞いた。

　優秀な騎士になるには、家を出て、師事する騎士のもとで修行を積むのだ。それには十二歳からがもっとも適していると言われている。

　父は今でこそ領主だが、元は騎士だったので、会えば面おも白しろおかしく騎士時代の話をしてくれる。

　母と違って父は、男というものは学問だけでは駄だ目めで、やはり強くなければいけないという信念があるのだ。

　滅多に父はこの家に戻らない。領主としての責務を果たすためだけに、帰ってくるようなものだ。

　普段は愛人のマイヤと、その息子エドガーと別宅で暮らしている。

　ジョージはどうして家に戻らないのですかと、何度か父に聞いた。

　答えはいつも決まっている。カナンに嫌われているからねと。

　それは噓うそだ。母は今でも父を愛している。なのに母の態度はなぜかいつも頑かたくなで、父の前では滅多に笑顔を見せない。

　もっと父に帰ってきて欲しい。

　陰気な母と違って、父はとても陽気で楽しい男だ。人生を楽しむことを知っていて、ジョージをよく笑わせてくれる。

　ボルドが愛人とばかりいても、領民からそれほど悪く言われないのは、やはりその性格で得をしているのだ。

　領民の婚姻を許可するのは、領主の役目だ。ボルドは婚姻ともなると、薔薇園の中の広場を開放する。そしてワインと料理と花で、領民を祝福した。

　子供が生まれたと聞くと真っ先に駆けつけ、祝い金だといって少量だが砂金を贈る。

　誰かが死んだと聞けば、それが一家の主あるじだとしたら、半年分の税を免除してやった。

　税を搾しぼり取る領主が多い中、侯爵家の領民は幸せだと皆が言う。

　どんなにボルドが、愛人の他にもまた恋人を作り、年中色恋沙ざ汰たで大騒ぎしていても、それすら許されてしまう。

　それがまた、母には気に入らない。

「エドガーに負けるのは嫌いやだ。そうでなくても、背や体つきは、エドガーのほうが大きいんだ。これで剣の腕まで強くなったら……」

　ジョージは自分が散らした花を拾い、アミンの籠に放り込みながら言った。

「でも、若様のほうが、ずーっと頭がいいんですよ」

　アミンはえくぼを浮かべて微ほほ笑えむ。

　そんな笑顔を見ていると、どうして父が母を愛さないか、わかるような気がする。

　女の笑顔は美しい。たとえそれが少女のものでも、見ていて心が弾はずむように感じる。

　十二歳のジョージですらそうなのだから、父が笑顔を求めて浮気を繰り返しても、許せるような気がしてしまう。

「アミン、どう思う？　母は決して許さないよな？」

「うーん……あたしもそう思う。だけどここで諦あきらめたら駄目。若様がお館やかたからいなくなってしまうと、あたしも寂さびしいけど、ここはがんばって欲しい」

「ありがとう……」

　ジョージは微笑む。その笑顔は、画家が競きそって描きたがるほど美しい。

　アミンは見つめられて、頰ほおを染めた。
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「アミン、何してるのっ」

　母親の声がして、慌あわててアミンは立ち上がった。つられてジョージも立ち上がる。

「まぁ、アミン。また若様といたのかい。いいかげんにおしっ、この子は、身分違いってことがわからないの」

　どうしてアミンが叱られないといけないのか、ジョージにはわからない。

　だから進んで前に出ていった。

「アミンを叱らないで。私達は、ただ話していただけなんだから」

「いいえ……若様……もうあまりこの子に、話しかけたりなさらないでください」

　母親は無理やりアミンの手を引っ張っていこうとする。

「いいかい、アミン。若様はいずれ、どっかのお姫様と婚姻なさるんだ。おまえなんて相手にしてもらえないんだよ」

　ジョージに聞こえるように、母親はわざと声こわ高だかに言った。

　父がいろんな女性と恋をしているから、自分もそんな人間と思われているのだろうか。

　まだ子供なのにと、ジョージは悲しくなる。

　エドガーとはどうしても仲良くできない。他に仲良くできるような、同年代の友達がいなくて、ジョージはただ心休まる話し相手が欲しかっただけなのだ。
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「騎士になりたいですって？　ジョージ、あなたは侯爵家の跡取りですよ。何も野や蛮ばんな騎士の真ま似ね事ごとなどしなくてもいいのです」

　その夜、意を決して母に打ち明けたものの、返事は思ったとおりだった。

「騎士というのは、財産を持たない下位の貴族で、二番目以降に生まれた男の子とか、野心のある平民がなるものです。もしかしたら命を落とすかもしれない、危険な訓練もあるというのに、なぜ、あなたがそんなものをやらないといけないの」

「でも、エドガーは、師事する騎士のところに行くそうです」

「エドガーは庶しよ子しです。正式な侯爵家の跡継ぎではないわ」

　冷たく拒絶する母から、いい返事は聞けそうになかった。

「母上、これからの時代、何があるかわかりません。私は……領民を守れる、強い領主になりたいんです」

「あなたに余計なことを吹き込んでいるのは侯爵ね。彼の言うことは、どうせ噓ばかりですから、信じないように」

「でも、でも、先生方もおっしゃってました。近頃では、いろいろとおかしなことがあるって。ハッシュウィルという国は、和平会議から外れたそうです。もしかしたら……」

「よしなさい。戦争になったら、国軍が戦ってくれます。そうね、きっとエドガーが、あなたを助けるために働いてくれるわ」

「私は、エドガーに守られるのなんて嫌です。自分の領民は、自分の手で守りたい」

　ばんっと大きな音がした。

　カナンが、文ふ机づくえに勢いよく両手をついたのだ。

　鳶とび色いろの悲しい目が、じっとジョージを見つめている。

「無理なものは無理です。あなたは……病気なのよ。だから私は、あなたをここから出すつもりはありません。そんな話ばかりするなら、侯爵の元を訪ねることを禁じます」

「そんな……いったい私は、何の病気だと言うんですか？」

　カナンは答えない。そのまま何も言わずに奥の寝室に引っ込み、ドアを閉めて二度と出てきてはくれなかった。

　ジョージは落らく胆たんしながら、自分の部屋に戻る。

　どこにいても、むせかえるような薔薇の匂いだ。今では入浴後に、花の香油を全身に擦すり込むのが、レディ達の嗜たしなみだという。

　ここにいたらレディでもないのに、花の匂いが全身に染み込んでしまう。そうなったら、男としては扱ってもらえなくなるのだろうか。

　自分の馬を引き出して、このままどこか遠くに行ってしまいたい。そう思いながら、こっそりと泣いていたら、忍びやかな足音が聞こえた。

「ジョージ様」

　その声はサリエリだ。

「お嘆なげきなさいますな」

「聞いていたのか？」

「はい……申し訳ありません」

「いいよ。どうせサリエリが聞いていたところで、何も変わりはしないんだから」

　先代から奉ほう公こうしているサリエリは、すでに五十歳を超えている。髪には白いものが混じり、時折年寄りくさい咳せき払ばらいなどするようになっていた。

　ジョージが幼い頃は、剣の相手などもしてくれたが、今ではとても無理だ。

「剣も扱えない領主なんて、最悪だ。盗とう賊ぞく団だんがやってきたり、ハッシュウィルが攻め込んできた時に、どうやって戦って母上を守れというんだ」

　ジョージの訴うつたえに、サリエリは大きく頷うなずく。

「私によい考えがございます」

「……どんな考え？」

　ベッドに投げ出していた体を起こし、ジョージは改めてサリエリを見つめた。

「師匠の元へ行かれるのではなく、ここに師匠をお迎えなさいませ」

「サリエリ……そんなことが可能なのだろうか」

「カナン様がご心配なさるのはもっともです。世の中には、騎士教育をするといって、貴族の子し弟ていを集めても、金だけ取ってたいしたことも教えない輩やからがおります」

「騎士なのに、そんなずるいことをするのか？」

「今の時代、王に仕える者くらいしか、本物の騎士と呼べるような方はおりません。失礼ながら、侯爵も元は騎士のように語られていますが……」

　従者のサリエリの目から見ても、父は本物の騎士とは呼べないということだろうか。

　そうなのかもしれない。本物の騎士だったら、エドガーを外に出さずに、自分で教育することもできたはずだ。

　よく捉えれば、身内では甘やかしてしまうから、他人に預けて教育してもらうのだとなるのだが、どちらなのかジョージにはわからなかった。

「じゃあ、サリエリは、本物の騎士を知っているの？」

「はい……ゴウブ・グーズリー卿とおっしゃる方で、先代の王の近衛このえ騎士団団長を務められた、本物の騎士です」

「そんな人が、私なんかのために、この館まで来てくれるだろうか？」

「私が、お願いに行ってまいります」

　ジョージの顔に、ぱっと笑みが広がる。すると薄暗い部屋は、俄にわかに明るくなったように感じられた。

「母上はお許しになるだろうか？」

「ご勉学は、これまでどおりにお励はげみなさいませ。心身を鍛きたえるために、武道を学ばれるとなれば、カナン様も反対はなさらないと思います」

「でもサリエリ……私は病気なんだろう？　いったい、どんな病気なんだ」

「それは……」

　笑顔だったサリエリの顔が、ジョージの一言で強こわばった。

　やはり病気なのだ。母とサリエリは、知っているのに黙だまっている。

　もしかしたら、長くは生きられないような病気なのかもしれない。だから母は反対しているのだろうか。

　それなら勉学ばかりさせたがる、母の気持ちもよくわかる。

　いずれ体が不自由になっても、本を読んだり絵を描いたりして、それなりに楽しく静かに暮らせばいいのだ。

「大丈夫だよね。私は、今日までほとんど病気をしていない。体を鍛えれば、病気を怖れたりする必要はもっとなくなるんだし」

「そうですね……そうでございますとも」

　サリエリは俯うつむく。変わらずその顔は悲しげだ。

「病気で体が動かなくなるかもしれない。その前に、思い切り、悔くいなくやってみたい。エドガーには負けたくないんだ」

　恐らくサリエリも、同じようにカナンに言うはずだ。

　エドガーには負けたくない。その言葉は、どんなものより強い魔力を持っているのだから。
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　グーズリー卿は、威厳に満ちた白髪の老人だった。歳は忘れたと言っているが、六十歳を過ぎているのは間違いない。

　だが背筋は真まっ直すぐに伸びていて、動きは軽やかだ。眼光は鋭するどく、言葉も明めい瞭りようだった。

「騎士とは何か？」

　侯爵家を訪れたグーズリー卿には、特別に部屋が与えられている。そこで最初に受けた講義は、こんな言葉で始まった。

「マッカラン卿。答えられよ」

　何とグーズリー卿は、十二歳のジョージを、いきなり対等な大人の男のように扱った。

「王に忠誠を誓ちかう者。正義を行い、人々を守る者です」

　グーズリー卿は頷く。

　年老いた従者一人を連れただけで訪れたグーズリー卿は、ここでジョージが十五歳で成人し、正式に王によって騎士と任命されるまでいてくれる約束だった。

　祖そ父ふもすでに亡くし、父ともあまり交流のないジョージにとって、グーズリー卿は実の祖父のように思える。

　だが甘えることは許されない。他の先生である学者達を相手にするように、ジョージは敬意をもってグーズリー卿に接した。

「では、マッカラン卿。決意のほどをお伺うかがいする。騎士とは、剣を持つ者。時にその剣によって戦った相手に、死をもたらすこともある。それに貴殿は耐えられるか、否いなか」

「……相手が正しくない者であるなら、死を与えることもやむを得ないと思われます」

「命の軽重は、身分に比例するか、否か」

「身分に比例はしません。たとえ一いつ兵ぺい卒そつであっても、戦いの場では同じ目的を持つ仲間。女や子供、老人もそうです。不当に生命を脅おびやかす輩から、命を守るのは騎士の勤めだと思います」

　試されているのだ。

　ここで正しくない言葉を口にしたら、グーズリー卿はジョージの師となることを拒こばむかもしれない。

　ジョージは幼いなりに必死だった。

「聡そう明めいであられるな、マッカラン卿」

「ありがとうございます」

　射い貫ぬくような視線を送られて、何度も萎い縮しゆくしそうになった。

　けれどジョージは真っ直ぐに顔を上げて、グーズリー卿と対たい峙じした。

「さて、騎士の訓練というものは、ただ剣を振り回すだけのものではない」

「はい……」

「明日より、この館内で使用する水を、井戸から汲くみ上げることを、すべて貴殿が行うように」

「えっ……」

　そんなことは使用人がやることだ。ジョージは生まれてからこれまで、水が飲みたいと言えばいいだけの身分だったのだから。

「馬はお持ちか」

「はい」

「では、明日より、馬の世話はすべて自身で行うこと。厩きゆう舎しやの掃除そうじ、飼かい葉ばを与えること。馬の体を洗い、一日に一度は、外に連れ出して必ず乗馬をするように」

「は、はい」

　学ぶことは他にもある。水汲みや厩舎の掃除までしていたら、そんな時間はなくなってしまう。ジョージは困惑したが、グーズリー卿は手加減してくれそうもなかった。

「なぜ、そのようなことが必要か、ご理解いただけたか」

「いえ。未熟ゆえ、卿のおっしゃる意味が、まだよくわかりません」

「うむ。正直でよろしい。わからぬということは、一度は教える。だが二度はない。騎士とは戦う者。戦いの場での間違いは、すなわち死。軽い気持ちで騎士になろうなどとお考えなら、今すぐに改められるがいい」

　ほとんど表情を動かすことなく、グーズリー卿は淡たん々たんと語った。

「決意は変わりません。いずれは侯爵家を継いで領主となるかもしれませんが、私は自分の力で皆を守れる、強い男になりたいのです。私には、強さを教えてくれる者がおりません。卿の教えに従い、努力いたします」

「真によい心がけだ。では、先ほどの真意を教える。剣は技でも斬れるが、力でも斬れる。相対する敵が、自分より力の勝る者であった時、負けることになるのはおわかりだろう」

「はい……」

「力は一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは身につかぬ。日々の鍛たん錬れんによってのみしか、身につかぬものなのだ」

　ただ剣を学び、乗馬をするだけが騎士ではないと、ジョージはこの時初めて悟さとった。

　父は楽しかったことしか教えてくれない。厳しい訓練の日々のことなど、一度も口にしなかった。

　そうか、だから父は騎士として名を上げられず、領主になったのだなとジョージは気がついた。

「馬の世話をするのは、騎士にとって馬は家族に等しい大切なものだからだ」

「それはよくわかります」

「しかも命があり、感情もある。機会があって、よりよい馬が手に入るなら、幼少より飼って、共に過ごすといい。いずれその馬は名馬となり、戦いの場で貴殿を助けてくれるだろう」

「はい」

　そういえば父は、名馬と呼ばれるものの仔こを、何頭も別宅の厩舎に取り寄せている。けれど父が名馬を育て上げたという話は、一度も聞いていなかった。

「戦いの場においても、できるなら敵の馬を殺すようなことは避けたい。物のように壊すのは簡単だが、命のあるものだ。しかも馬には、主を選ぶ権利はないのだから」

「……」

　何と深い教えだろうと、ジョージは感かん銘めいを受けた。

　だが、同時に疑問も浮かんでいた。

「卿、失礼だとは思いますが、質問させてください」

「何なりと」

　グーズリー卿の目が笑ったように感じた。

　美しく聡明で、熱心な生徒にグーズリー卿は、満足したのかもしれない。

「馬が主を選べないのと同じように、兵も主の考えによって戦います。敵兵一人の命は、馬と同じではないのでしょうか」

　つたない言葉になってしまった。けれどジョージは、素直に疑問を口にしたのだ。

「いかにも、敵兵といえども、命あるもの。だが人には、考える力がある。騎士は正義を行う者。なのに正義を行わぬ王に忠誠を誓ってしまったら、その時点で騎士として誤りなのだ。それは兵にもいえる」

「でも、平民は簡単に王を選べません」

「だからこそ騎士は、民に代わって王に進言する勇気が必要なのだ。王に忠誠を誓うということは、何でも言いなりになるということではない。自分の命を懸かけてでも、正しいと思うことを貫つらぬくのが騎士だ」

　では、正しい行いとは何なのか。訊たずねようとしたが、ジョージは思い止とどまった。

　三年ある。その間に、いくらでも学ぶ機会はあるのだから、急ぐ必要はないのだ。
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　二年が過ぎ、ジョージは十四歳になっていた。

　日課は守られている。まだ暗いうちに寝覚め、館中の水みず瓶がめを汲み上げた井戸水で満たす。続けて厩舎の掃除をし、馬に飼葉と水を与えるのだ。

　それが終わると、軽く朝食を摂とり、剣、槍、盾、弓などの稽けい古こを始める。相手のいる訓練では、グーズリー卿が知り合いを通して、若い騎士を呼び寄せてくれた。

　様々なタイプの騎士がやってくる。

　体のやたら大きな者。小柄だが敏びん捷しような者。正々堂々と戦う者。卑ひ怯きような手を使ってでも、勝ちたい者。

　グーズリー卿ほどの騎士だったら、自邸に弟で子しを集めて騎士教育ができるだろう。それをジョージのために、侯爵家の客人となってくれたのだ。

　新たに客人を呼び寄せても、ジョージの教育のためとなると、カナンも文句は言えない。

　午後になると、学者達も相変わらず訪れている。いつか侯爵家は、様々な年齢の男達で溢れ、活気のある社交場のようになっていた。

「侯爵の若い頃も知っているが、ジョージ、君のほうがずっといい男だ。こんな綺麗な男は、近隣のどんな国でも見たことがない」

　ある日、騎馬試合の相手としてやってきた騎士が、テラスでの昼食の席で、じっとジョージを見つめながら言った。

「武術大会にでも出てみろ。レディ達から、ハンカチが山のように投げ込まれるぞ」

　先輩騎士達は、武術を教えてくれるだけではない。レディに言い寄る方法など、余計なことまで教えてくれたがる。

「大切に育てられているのはわかるが、そろそろ男にならないとな。ジョージ、女との経験は？　まだだろうな」

　騎士は豪ごう快かいに笑った。

　ジョージは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かすしかない。その背後で、サリエリが神しん妙みような顔をして控えているからだ。

　新たな悩みが生まれている。それがきっと、母やサリエリの心配しているジョージの病なのだと思えた。

　体の異常についての悩みだったから、気軽にグーズリー卿にも相談できない。こういった年上の騎士に訊ねればいいのだろうが、なぜかサリエリはそんな話をジョージがするのを嫌がる。

「最初から商売女を相手にするのはよくない。かといって、婚姻するまで何もしないなんて論外だ。俺が勧めるのは、少し年上の未亡人だな。まだ再婚する予定のない未亡人に、いろいろと教えていただくのが一番いい」

「私は……まだ大人になっていないので」

「だからこれから大人になるんじゃないか。召めし使つかいに手を出すというのもよくあるが」

　騎士は薔薇園で働く、使用人の姿に目を向けた。

「うむ、花摘み女か。どれどれ、いい女もいるじゃないか」

　その視線の先には、アミンの姿があった。

　二年の間に、アミンも子供らしさが抜け、少女から女へと変わっていこうとしている。ソバカスはまだ消えていないが、誰から見ても美しい女になるだろうと予想できた。

「領民は私達にとって、大切な財産です。おかしな真似はしませんし、誰かにされそうになったら、私が守ります」

　生き真ま面じ目めなジョージの返事に、騎士は困ったような顔をする。自分の下心を読まれたと思っただろうか。

　いつになったら大人になるのだろう。

　それともこのまま大人にはなれないままなのか。

　サリエリはジョージの体を、他の誰にも見せようとはしない。

　その理由はたった一つ。男のものがなかったからだ。

　そう、それがまさにジョージにとって大きな悩みだった。

　自分の体がおかしいことは、古いにしえの絵画など見ているうちにジョージも気付いていた。そのことを一度だけ母に訊いたが、まだ大人になっていないせいだとの答えが返ってきた。

　十四歳では、まだ大人になっていないということなのだろうか。

　それとも病気のせいで、そこにあるべきものがないのか。

　このままでは婚姻もできない。

　午後の陽光を受けて、黄金色の髪をきらきらと輝かせているアミンの姿を見ながら、ジョージは悲しみに浸ひたる。

　母親がどんなに若様に近づくなと言っても、アミンはこっそり側に寄ってくる。そして他愛のない話をしては、笑ってばかりいた。

　たとえ身分違いでも、恋は許されるだろうか。そう思ったけれど、体が男になれなかったら、こんな思いも封じ込めないといけない。

　腕の力は強くなった。足の筋肉にも張りがある。胸にも筋肉がついたのか、最近は張ってきて痛むくらいだ。

　なのに下半身にあるべきものがない。

「そろそろ馬上での槍の訓練を開始する。準備をするように」

　それまで学者の一人と、神学論を交わしていたグーズリー卿が声を掛けてきたので、ジョージと騎士は立ち上がった。

「何も心配することはないぞ。男になるのは簡単さ。槍でどんっと突く要領だ」

　甲冑を装着し、槍試合の準備をしながら、またもやしつこく騎士は言う。

　どう言われても無理だ。サリエリに手伝わせ、甲冑を身につけたジョージは、練習用の木製の槍を受け取りながら、自分にはこれがないんだと絶望的に思う。

　甲冑はかなり重い。それを着て戦う体力は、日々の鍛錬で身につけた。

　剣の腕はかなり上がった。滅多に褒ほめないグーズリー卿にも、時々は褒められる。

　馬術には自信があった。手綱を摑つかまなくても、落馬することはほとんどないし、こうして槍と盾を持って騎乗しても、ふらつくようなことはない。

　なのにジョージは、このままでは騎士になることができないのだ。

　開始の合図の旗が振られた。

　距離を離して対面した騎士と、同時に馬をスタートさせる。かなりの速さで馬を走らせ、すれ違いざまに相手の体を思い切り槍で突くのだ。

　訓練とはいえ、手抜きは許されない。下へ手たに落馬したら、自分も怪我をする。打撃を受けても、落馬せずに逃げ延びるのが、もっとも学ぶべきことだった。

　相手の騎士は、ジョージより大きな体をしている。力の差があるのは歴然だ。そんな時は胴体を狙うよりも、首を狙うしかない。小さな目標を、馬上で正確に狙うのは難しいが、ジョージは突進してくる騎士の喉のど元もとをしっかり目で追った。

　一瞬で勝負はついた。

　見事に騎士の喉を突いて落馬させたが、ジョージもまた腹部に強烈な突きを見舞われて、勢いよく馬から転げ落ちていた。

　打ち所が悪かったのかもしれない。

　世界がぐるぐる回っていると思ったら、ジョージは意識を失ってしまった。
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　カナンはこのところ、ひどい心の病に冒おかされていた。そのせいで寝付いていることが多く、起きていても静かに神に祈るばかりで、ジョージはここ数ヶ月、まともに母と話していない。

　なのに今は母と話している。

　珍しく母はにこやかに笑っていて、ジョージの手に自ら深しん紅くの薔薇を握らせた。

　棘とげを切っておかなかったのだろう。ジョージの手に小さな血の玉が浮かび、それがどんどん広がっていって、気がつくと辺りは血の海になっていた。

「うわっ」

　飛び起きたジョージは、そこが自分のベッドで、すべてが夢だったことにほっとした。

「駄目だなぁ。槍で負けるなんて。あそこで落馬したからいけないんだ。甲冑をつけたまま落馬すると、痛手が大きい」

　怪我をしただろうか。手足は何ともない。骨折が一番面倒だ。手当ての方法はグーズリー卿から習ったが、すぐに回復しないような骨折をしてしまうと、ずっと訓練ができない。

　無ぶ様ざまな負け方、いや相打ちだったが、ジョージは満足している。元気になったら、もう一度挑戦してみたい。

　相手をしてくれた騎士がまだいるなら挨あい拶さつしようと起き出したジョージは、シーツが赤く染まっていたので驚いた。

「怪我してたんだ」

　だがどこにも怪我したところはない。どうやら下半身からの出血だと気付いて、ジョージは青ざめた。

　ついに自分の抱かかえる謎なぞの病が、暴れだしたのだと思った。

　騎士になる前に、もしかしたらここで死んでしまうのかもしれない。

「サリエリッ！」

　こんな時は、もっとも信頼するサリエリに縋すがるしかない。

「ジョージ様、お目覚めになりましたか。たいしたお怪我ではありません。落馬した時、兜が重くて頭を打ち、気を失われたのでしょう」

　控えの間から現れたサリエリは、安心させるように言った。

「怪我じゃない。病が……始まった。サリエリ、もう隠さないで教えてくれ。私は、男の部分が病気なんだろ！」

「どうされました……」

　ジョージは汚れたシーツと、自分の寝間着を示した。

「怪我をした様子もないのに、こんなことになってる。教えてくれ。この病に罹かかったら、私はあと、何年生きられるんだ」

「ジョージ様……」

　サリエリは俯き、口元を押さえていた。

　思わず漏もれてくる嗚お咽えつを、ジョージに聞かれまいとしているのだ。

「もう……そんなに長くないのか？」

「いいえ……ジョージ様。お体は、健すこやかそのものでございます。いつか、こんな日が来ると思ってはおりましたが……ジョージ様、お許しください」

　サリエリはついに膝ひざを折り、神に祈る神官のようにジョージを見つめた。

「どうしたんだ、サリエリ」

「何もお疑いにならないのをいいことに、ずっとジョージ様には真実を告げられずにまいりました。この館にいる間は、何が何でもお守りいたそうと思いましたが……」

「なぜ泣くんだ。私には噓をつくなと教えた。ならサリエリ、本当のことを言えばいいだけじゃないか」

「……ジョージ様、ご病気ではありません。ジョージ様は、女性として成人なさったのです」

　ジョージはサリエリまでが、母と同じ心の病に罹かかったのかと思った。

　男として成人する前に、女として成人してしまう。そんなおかしな病などあるものだろうか。ジョージは様々なことを教えてくれる学者達に、ぜひ教えて欲しいものだと思った。

「何を言ってるんだ、サリエリ。そんなおかしな病などあるものか。男になる前に、女になるというのか？」

「いいえ、ジョージ様は、女性としてお生まれになったのです」

「私が、女？　あり得ない。そんなことは……あっていいはずがない。確かに男のものはまだないが、いずれ成人すれば出てくると、母には教えられた……」

　グーズリー卿が来てから、母の心の病はひどくなっていったような気がする。館内に騎士や学者達が歩いていると、母は何かに怯えるように自室にこもってしまった。

　たまにジョージが見舞いに行くと、瘦やせた顔の中、眼がん窩かの窪くぼんだぎらつく目でじっとジョージを見つめて言ったものだ。

『今に奇き跡せきが起こります。私が神に祈ったから……』

　どんな奇跡を、母は待っていたのだろう。

　母の祈りの内容が、今ならわかる気がする。

　奇跡が起きて、ジョージが本当に男になれることを、母は祈っていたのだ。
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「サリエリ、私に噓をつき続けたのは、母の命令か？」

「……」

　サリエリは答えない。やはり、それは母の命じたことなのだ。

「父は知っているのか？」

「いいえ……私とカナン様だけの秘密でございます」

「そうか……おかしいな、サリエリ。ここでは驚いたり、怒ったりしなければいけないんだろ？　なのに私は……これで永遠に騎士にはなれないんだと思って、悲しいだけだ」

　ジョージの頰を、涙が伝う。

　涙は騎士にとって不要のもの。感情に支配されてはいけない。いつでも冷静でいられることが、騎士にとっては何より大事なことだ。

　だが、もうジョージは騎士ではない。

　だから泣いても許される。

　女のように声を上げて泣くべきだろうが、そんな泣き方は一度もしたことがないから、ただ黙って涙を流すだけだ。

　何かおかしいとは感じていた。

　エドガーは子供の時から、すでに男のものを持っていた。ジョージは自分が病気だから、そこだけエドガーとは同じになれないのかと、ずっと悔くやしい思いをしてきたのだ。

　聡明なジョージは、すぐに自分が男として育てられた意味がわかった。

　マッカラン侯爵のもう一人の息子、エドガーに爵位を譲ゆずらないため。

　それだけだと。

「サリエリ……着替えを用意してくれ。母の見舞いに行くから、汚れたままでいたくない」

「ジョージ様、いけません。今、カナン様を責められたら、お心が完全に壊れてしまわれます。それでなくても、成人した殿方が大勢館を出入りなさるものですから、いつかジョージ様もああなると、おかしな希望を持たれるようになって……」

「では、サリエリ。なぜ、私が騎士になりたいと言った時に許した」

　ジョージはサリエリの腕を取り立たせながら、じっとサリエリを見つめて訊ねた。

「いつかこんな日が来た時に、お心が強くあるようにと……願っておりました。そして私も、カナン様同様、奇跡が起こることを、祈っていたのです」

「そうか……奇跡などというものは、そう簡単に起こるものではないのだな」

　神と呼ばれるものは、この世のどこにもいない。

　ジョージはその時思った。

　あるのは運命だけで、ジョージにとってそれは呪のろわれていた。

「安心していい。母を傷つけるようなことは喋しやべらない。女としてだが、成人したのだろう？　だったら、祝ってもらえなくてもいい。せめて……母の手を握るくらいは許してくれ」

「ジョージ様……」

　女が成人するということは、血を流すことなのか。

　ジョージは何も知らない。もし女のまま育てられていたら、母はきっとそれとなく心構えなどを教えてくれたのだろう。

　騎士になる道も、男として成人する道も閉ざされた。

　同時にジョージは、母を失った。

　マイヤに負けたくないばかりに、娘を息子として育てる母親などいるのだろうか。いや、普通は考えられない。そんなことをしても、我が子が幸せになるはずがないのだから。

　子供を愛し、守り育てる。それが母親だと信じてきたのに、母という絶対的存在を、ジョージは心の中から永遠に見失ってしまったのだ。

「母のためには、このままずっと秘密にしておくべきなのだろうか」

　それでもジョージは、母のことを真っ先に考える。

「そのほうがよいと思われます。侯爵様がこの事実をお知りになったら、カナン様を責めずにはいられますまい。今のカナン様には、それはとても耐えられそうにありませんし」

「そうだな。では……秘密のままに」

　何が変わるというのだ。何も変わらない。このままジョージは、皆を騙だまして男のふりを続けていけばいい。

　病気のせいで、成人できないのと何が違うというのだ。

　自分にそう言い聞かせてはみたが、やはり心が苦しい。

　父やエドガーを騙すことは何とも思わないが、グーズリー卿やアミンを騙していることが、ジョージにとっては何より辛つらかった。
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　作業場の中は、薔薇の香りでむせかえるようだ。

　日中に摘んだ花は、夕方に選別する。花びらの大きなものは乾燥させ、レディ達の愛好する匂い袋に仕立てられた。崩れたものや小さなものは、香油の材料にする。

　花摘み女達は、小鳥が囀さえずるように喋りながら、手は休まずに作業を続けていた。

　陽ひが沈むと、作業は終わりだ。雨が降ってせっかく摘んだ花が濡ぬれてはいけない。仕分けた花を大きな袋に入れ、香油を染み込ませた紙で回りを覆おおう。そこまですると、一人、また一人と花摘み女達は帰っていく。

「アミン……」

　薔薇園の外れにある小さな小屋が、アミンと両親、それに幼い弟妹きようだいの住む家だ。そこに帰ろうとしていたアミンは、ジョージに呼び止められて足を止めた。

「若様、お怪我は？　槍の稽古で落馬なさったんですって？」

　最近はゆっくり話す時間もない。ジョージは騎士の訓練と、勉学に追われている。アミンはジョージから話しかけられて、嬉しそうに駆け寄っていく。

「どうなさったの、若様。何だか悲しそう。そんなに負けたのが嫌だった？　大丈夫よ。今にずっと強くなって、槍でも一番になれるわ」

　何とか元気づけようというアミンの顔を見ていると、いつもは誘われるように笑顔になるジョージだったが、今日は違っていた。

　思いつめた顔には、どこにも笑みはない。

「アミン、実はお願いがあるんだ」

「なぁに？」

　ジョージは辺りを見回す。

　まるで二人でいることを、知られたくないというように。

「少しの間だけでいい。私と……二人きりでいても大丈夫か？」

　ジョージの言葉に、アミンの顔はぱっと輝く。

　十三歳の少女は、ジョージよりもずっといろんなことを知っている。

　文字を読むのもやっとだし、この国や隣国の歴史なんてほとんど知らない。だが恋がどういうものかは、ジョージよりはるかによく知っていた。

「大丈夫よ……」

　アミンは頰を染め、慌てて乱れた髪に手を入れた。

　ついにその瞬間が来たと、アミンは思ったのだ。

　毎晩、ジョージの夢を見る。身分違いだということはわかっていたけれど、こんなに美しく、学もあり、勇ゆう敢かんな騎士になろうとしている若者に、恋しない乙おと女めなんているだろうか。

　年上の花摘み女達に、恋がどんなものか教えられてきた。だからアミンは、自分の気持ちは間違いなく恋だと確信できた。

　けれどジョージはそこまで思ってくれていない。ただの幼おさな馴な染じみくらいにしか、思われていないはずだ。

　それでも待っていれば、いつか奇跡は起こるとアミンは信じていた。

　ついに奇跡は起こった。

　ジョージが二人きりになりたいと言ってくれたのは、つまりそういう誘いなんだと、アミンは有う頂ちよう天てんになって喜んだ。

「誰かに見られるとまずい。こっちにおいで」

　ジョージはアミンの手を引き、完成してあとは出荷を待つばかりになった品物が積まれている、倉庫の奥へと連れていく。

　アミンは少し不安になる。それはこれからされるだろうことへの不安ではなく、ジョージが自分に失望してしまわないかという不安だった。

「どうしたの、若様……」

　声が震ふるえてしまう。握られた手が、汗ばんでいないか気になった。

　嫌がるふりだけでもするべきだろうか。

　けれどアミンには無理だ。

　もう何年もジョージに恋していたような気がする。もしかしたら生まれた時から、ずっと恋していたのかもしれない。

「昼間、騎士様に何か言われた？」

　ジョージの態度が急に変わったのは、きっと年上の騎士達に、何か教えられたせいだとアミンは思った。

　アミンだって、そうやって年上の女達から、いろいろなことを教えられてきたのだ。

　世の中はうまくできている。母親は決してそんなことを教えてはくれないが、誰かが代わりにこっそりと教えてくれるのだから。

　中身の入っていない、大きな麻袋が積まれた上に、並んで座るようにとジョージはアミンを促うながす。

　すでに夕陽は山の端にかかった頃だろう。倉庫の中は薄暗く、明かり取りの窓から見える空も、すでに青さを失っている。

「こんなことを頼めるのは、アミンしかいない。私のわがままを聞いてくれるかな？」

　意を決したのか、ジョージは小さな声で言った。

「あたしなら……平気。若様の願い事だったら、何でも聞いてあげる」

「……ありがとう。その……体を、見せて欲しいんだ……」

「……」

　アミンは少しがっかりする。

　見せるだけ？　その前に、優しいキスはしてくれないのだろうか。

　ジョージを教育してくれた騎士は、どうやら一番大切なことを、省はぶいて教えてしまったらしい。

「すまない。おかしな頼みだったね。嫌ならいいんだ」

「ううん……おかしなことじゃないわ。あたしは……嫌じゃないもの」

　若様は婚姻なんてしてくれないよ。いいように遊ばれて終わりだ。そんなふうに怒ど鳴なり散らす母親の声が聞こえてきそうだったが、アミンは迷わずに粗そ末まつな木も綿めんのドレスを脱ぎ始めた。

　ジョージはそんなアミンを、じっと見つめている。

　恥ずかしかったが、アミンはすべて脱いで、胸に軽く手を添えて立った。

　今日最後の光が、まさに消えようとしている。気の早い星が、すでに瞬またたき始めていた。

　遠くに聞こえる狼おおかみの遠とお吠ぼえが、夜の来訪を知らせている。

　だがどんな闇やみも、アミンの白い裸ら体たいから、完全に光を奪えなかったようだ。

「そうか……そういうことか」

　ジョージはぽつんと呟つぶやく。

「私は……誰の裸もまともに見たことがない。女の子というのは、そういう体をしているものなんだね」

「そうよ。まだおっぱいは小さいけど、もう少ししたらもっと大きくなるもん。腰だってうーんとくびれて、素敵になるんだから」

　きっとそうなる。だからまだ子供のこの体を見ただけで、がっかりしてしまわないでねとアミンは祈る。

「ありがとう。もうドレスを着ていいよ。家まで送っていこう」

「えっ……」

　キスは？　きつく抱きしめてくれるんじゃなかったの。そしてジョージも裸になって、いろいろとやるはずなのに。

　アミンは呆ぼう然ぜんとしながら、ドレスを着るのを手伝おうとしているジョージを見つめた。

「若様。あたしならいいのよ。婚姻なんてしてくれなくてもいいの。傷物にされたなんて、騒いだりは絶対しないっ」

　激しいアミンの言葉に、ジョージは戸と惑まどっている。

「アミン……」

「あた、あたしを、す、好きだから、誘ったんじゃないの？　それともあたしが花摘み女だから？」

「違う。そうじゃないんだ……ごめんね、アミン。アミンのことは大好きだけど、アミンが思ってるようなことはできないんだ」

　ジョージはそっとアミンを抱いた。けれどそれは恋人同士の抱ほう擁ようではなくて、兄妹きようだいのように優しいだけの抱擁だった。

「いつかきっと話せる時が来る。今は、何も訊かずに許して欲しい」

「そんなのいやっ！」

　期待が見事に裏切られて、アミンは泣きだしてしまった。

「女の子は……泣いてもいいんだね」

「そんなの、男も女も関係ないわっ。父さんなんて、酔よっぱらうといつも泣いてるもん」

「そうか……泣いてはいけないのは、騎士だけか」

　ジョージはそこで、両手で顔を覆った。

　まさか泣いているのだろうか。

　男も初めての時は不安で、よくいらいらしたり乱暴になったりすると聞いていたけれど、ジョージはうまくできなくて泣いているのかと、今度はアミンが慌てて慰めていた。

「若様、あたしの言ったことなんて気にしないで。あたしは、若様がいっぱい好きだから、頭に血が上ってたの。どうかしてたのよ。もうドレス着るから、ねっ、泣かないで」

「……ありがとう……アミン……」

　ジョージの泣いているところなんて、アミンは初めて見た。

　誰よりも気け高だかい領主となるだろうジョージが、花摘み女の前で泣いている。

　それがアミンの心を揺らした。

「アミンが幸せになれるといいな」

　ドレスを着ているアミンの耳に、ジョージの悲しげな声が聞こえる。

「素晴らしい男が現れて、アミンを幸せにしてくれるといい」

「……」

　どうして、私が幸せにしてあげようと言ってくれないのだろう。

　アミンは悲しかったが、これが母親が口うるさく言っていた、身分違いというものの現実なのかもしれない。

　外に出ても、薔薇の香りはどこまでもついてくる。

　アミンはジョージと二人、並んで家までの道を歩いた。

「きっと今日のことは忘れない……もし幸せになっても、あたし、今日のこのちょっと不幸せな気持ちは、きっと忘れないと思う」

「ジョージ・マッカランのことは、忘れない？」

「おかしいわ、若様。忘れるはずないでしょ？」

　だってあなたは、いずれ私達の領主におなりですもの。そう言いかけて、アミンは口を噤む。

　何だか嫌な予感がする。

　ジョージがどこか遠くへ、消えていってしまうような気がしたのだ。
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　それから十日が過ぎた頃、カナンは亡くなった。

　ほとんど食事も摂れず、毎日ただ神に祈るだけだったカナンは、誰にも知られぬうちに、眠るようにして息を引き取った。

　喪もに服するために黒い服を着たジョージは、鏡を見ながら十日前の夜を思い出す。

　母の部屋に入っても、何も言えなかった。ただ一言、薔薇が咲きましたと、謎なぞかけのように言っただけだ。

　すると母は、もう流れる涙もないだろうと思えるほど瘦せていたが、これが最後とばかりに大量の涙を流していた。

　許しておくれ。

　声には出さなかったけれど、母の唇がそう動いたような気がする。

　だからジョージは、母の手を握った。

　苦しんだのはわかっている。だから許すしかジョージにはできなかったのだ。

　母の死を伝えると、父がすぐに戻ってきて、葬そう儀ぎのすべてを仕切っている。マイヤはさすがに遠えん慮りよして来なかったが、代わりにエドガーが、父を手伝っていた。

　黒い服を着ていると、髪の赤さが余計に目立つ。

　何だか夜に咲いている薔薇のようで、ジョージはしばらく鏡の中の自分の姿に見み惚とれていた。

「ジョージ様、お心穏おだやかに」

　サリエリは心配している。ジョージが自分のせいで母が死んだと、悩むのではないかと思っているのだ。

「大丈夫だ、サリエリ。母上は、これで楽になったと思う。これまであまりにも辛かったんだから、自由になってほっとしているだろう」

「……ジョージ様。これでもう、ジョージ様は自由です。お心のままに、生きられますように」

「さすがだ、サリエリ。何も言わなくても、私の決意がわかるか？」

「はい……」

　ジョージは静かに頷く。

　もう秘密にしておくことはできない。母はどうしてもジョージに爵位を継がせたかったようだが、それを決めるのは父の仕事だ。

　母がしていたように、女侯爵としてこの家を継ぐことだってできる。もし父がどうしてもエドガーに継がせたいと思うなら、後見人の地位を手に入れて、財産の管理をすればいいだけだ。

　祖父が作り上げた薔薇園とその事業を、失わなければそれでいい。エドガーだって爵位を与えられれば、立派な領主となる可能性だってあるのだ。

「父に打ち明ける前に、詫わびたい相手がいる」

「グーズリー卿ですね？」

「そうだ……騎士の資格は失ったが、あの方は私にとって、生涯の師だと思う。あと一年、お側で学べなかったのが残念だ」

　家中がしばらく喪に服すことになる。そのため訓練ができなくなるので、グーズリー卿は家に戻ることになっていた。

　ジョージは西の回かい廊ろうの外れにある、グーズリー卿の部屋に向かった。

　二年間、ここで暮らしていたのだ。すでに家族同然ともいえるグーズリー卿が、明日からはいなくなると思うとやはり寂さびしい。

「お別れの挨拶にまいりました」

　ジョージの姿に、グーズリー卿は書物などを片付けていた手を止めた。

「マッカラン卿、お気落ちなさらぬように」

「はい、もう大丈夫です。それで、大変申し訳ないのですが、三年のお約束でしたが、今日でもう……お支払いいたしましたご教授料は、どうかそのままお手元に」

「何かあったのか？　マッカラン侯爵はお元気だ。貴殿が数年、騎士として学ばれても、何の支障もないように思うが？」

「……」　

「私の指導方針に疑問でも？」

「いいえ、とても素晴らしいご指導をいただき、感謝しております」

　ふむと頷くと、グーズリー卿は手にした本の中から数冊を、ジョージに差し出した。

「残念だな。貴殿は、騎士としての心得をよく理解していた。近年、指導した中でも、一番騎士と呼ばれるにふさわしいと思っていたのだが……私ももう年なので、以後は誰かを教えることもないだろう。よければ、今後の参考にしなさい」

　それは戦略と兵法に関する本で、次の一年間で学ぶはずのものだった。

　受け取ったジョージは、ここで何もかも話してしまおうと思った。

「グーズリー卿。今から私が申し述べることは、しばらくの間、秘密のままにしていただけると助かります」

「……」

　深い皺しわが目元に刻きざまれている。けれどその奥にある瞳の輝きは、年齢を感じさせない強いものだった。

　ジョージはグーズリー卿を信頼し、それまで誰にも打ち明けられなかった秘密をついに口にした。

「騎士になりたかったのは本当です。けれど私は愚おろかで、今まで自分の肉体が女のものだと知りませんでした」

「……どういうことかね？」

「母は私に爵位を継がせるためか、または庶子への敵てき愾がい心しんからか、女として生まれた私を、男として今日まで育てたのです」

　思っていたより、たいしたことではないようだ。現にグーズリー卿は、そんなに驚いてはいなかった。

「そうか……では、これからはレディ・ジョージとお呼びするべきかな」

　グーズリー卿の目元の皺が増えている。何とグーズリー卿は笑ったのだ。

「いえ……以前のままで……」

「ではマッカラン卿。一つだけお教えしよう。過去には、女性の騎士も存在した。騎士になりたいと思う者に対して、女だからと拒む理由はどこにもない」

「そんな……」

　ジョージは大きく目を見開き、グーズリー卿が噓や慰めを口にしているのか見み極きわめようとした。

　けれど騎士は滅多に噓をつかない。戦略として敵を騙す以外では、噓をつくのは恥はじとなっている。

「女性の騎士がいないのは、ほとんどのレディが過か酷こくな訓練に耐えられないからだ。だがその昔、各地でまだ戦乱があった頃には、女性の騎士や、自ら剣を振るう女王も数多く存在した。貴殿がこの先、騎士の心までも捨て去る必要は、どこにもない」

「あ、ありがとうございます」

　目の前に光が差したような気がする。

　女だというだけで、これまでの生き方をすべて否定されたのだと思っていた。

　苦しかったが、母の容態がどんどん悪くなっていたので、自分のことは何も考えまいとしてきた。やっと考えられるようになったものの、そこで初めてジョージは、これからどう生きていったらいいのか悩んでいたのだ。

「正直言って、貴殿が女性で実はほっとしている」

「えっ？　なぜですか」

「あまりにも美しい男というものは、悲劇の元だ。マッカラン侯爵の容姿が、もう少し落ち着いたものだったら、このような悲劇は生まれなかっただろう」

「……そうかもしれません」

「これからもっと苦労なさると思うが、まだ学びたい気持ちがあるなら、いつでも訪ねてきなさい」

「よろしいのですか？」

「騎士というものは、仲間を大切にするものだ。共に戦う者に対して、信頼と友愛は何より大切だろう」

「はい……いつか、様々な問題が片付きましたら、この本を手にお訪ねするかもしれません。その時はまたご指導ください」

　ジョージはまた泣きたくなる。

　女であることのいい点は、涙を見られても恥だと思わなくていいところだ。

　だからといって、ジョージは簡単に泣けない。いつの間にか深く染みついた、感情に支配されることなく、常に冷静でいるようにという騎士の教えのせいだった。
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　グーズリー卿は、とても理解のある大人だった。だがすべての大人が、彼のように理解力や包容力があるというものでもない。

　特にこの男、ボルド・マッカラン侯爵は、楽しいことの相手には最適だが、問題がある時の相手としては最悪だった。

「ジョージ、私に対して反抗したい気持ちはわかる。館にカナンと二人きりで置いたまま、愛人宅に居続けた私を、さぞや憎んでいるんだろう。それはわかるが、つまらぬ冗談はよせ」

　領主の間に戻ってきたボルドは、大きな椅い子すに居い心地ごこち悪そうに座っている。もう三十代も半なかばを過ぎたのだが、その容姿はまだ青年のように若々しく、美しいままだった。

　喪に服している間は、さすがに愛人や恋人の元へ通うことは許されない。そのせいで不ふ機き嫌げんなのか、ジョージの告白に対していきなり疑ってかかった。

「サリエリが証人です。それでもお疑いなら、着衣を脱ぎますが」

「……」

　ボルドは椅子の上で足を組み、また組み直してと繰り返す。手は膝の上に置き、落ち着きなく指を動かしていた。

「女だったってぇ。何てことだ。私は、娘が死ぬほど欲しかったんだぞ」

「それは初耳です。では、数ある愛人のどなたかに、産んでいただいたらいかがですか」

　ついジョージも、皮肉な言い方になってしまった。

「やめてくれ。そんな話し方はカナンそっくりだ。いいか、ジョージ。誤解するな、私はカナンを愛していたんだぞ。だが私には爵位もなく、おまけに年下だ。財産目当てにすり寄ったとしか思われないことが、どんなに辛かったか」

　事実、そうだったのではないかと、ジョージは意地悪く考えた。

「うーむ……そうか、どうりで美しく育ったと思ったが、いや、私もおまえくらいの年頃では、同じように美しかったからな。何の疑いも持たなかったのが失敗だったな」

「ほとんどお会いすることもありませんでしたし」

「だから、そういう言い方はやめろ。私がカナンの元から遠ざかったのは、毎日のようにそうやって皮肉を言われたからだ。カナンが不器用な女だというのはわかっていたが、人はやはり心地のいい方へ流されていくものだろう？」

　ボルドの言い分もわかる。確かに最近の母は病的で、側にいる人間を疲れさせるような女だった。

「ふーむ、うーん、どうすればいい。ジョージは実は女でしたと、今更公表するのか？　とんでもない恥さらしだな。男として育ったなどと知られたら、婚姻先もなくなる」

「婚姻はいたしません。もし父上が認めてくださるなら、女侯爵となるか、エドガーの後見人の地位を希望いたします」

　ボルドがいずれマイヤをこの館に呼び寄せるつもりなら、ジョージはどこか領地の外れに小さな館を建てて、別居してもいいと思っていた。

　そこで学問をしたり、狩りや乗馬をして暮らせればいい。たまにはグーズリー卿の元を訪れることも許されるだろう。

　そう考えていたのに、ボルドの口をついて出たのは、恐ろしい提案だった。

「何を寝ぼけたことを言っている。そんなに美しいんだ。王族の元に嫁ぐことだって夢じゃない」

「はっ？」

「女王だぞ、ジョージ。うーん、シェルランド王の王子は、まだ五歳か。九歳年上ってのは、無理だな。ゴシュラムのゴート王は、確か許嫁いいなずけがいたな。ウラルのアレン王子、うん、あれはいいな。確か、今十一だ。三つ年下くらいなら、どうってことはない」

「父上……」

「あとはハッシュウィルのハイル王子か。確か今、二十歳くらいだったな。おおっ、ちょうどいいが、うーん、ハッシュウィルっていうのが問題だな」

「父上……あの」

　ボルドはジョージの言葉なんて、全く聞いていなかった。自分の考えに取とり憑つかれて、一人でぶつぶつ呟き続けている。

「こうなったら公爵でも狙うか。シェルランドでは、オーランド公がまだ独身だ。いやいや、待て、あのお方は、男のほうが好きだったな……そうか、ジョージに会いたいとしつこく言われていたものな」

「……」

「ジョージ、これからは髪を伸ばせ。しかし、私に似て赤くなったものだ。こんな見事な赤毛はそういない。舞ぶ踏とう会かいでは注目されるだろう。とりあえずレディとしての嗜たしなみを身につけないといけないなぁ……」

　無遠慮にボルドはじろじろとジョージを見つめる。最初は厳しい表情だったが、すぐにその顔は緩ゆるんだ。

「そうだっ、いい方法を思いついた。私がこっそりとよそで産ませた娘ということにしよう。ジョージ、ザルツに元王妃の女官だったレディがいる。彼女にレディ教育をしてもらおう」

「父上、落ち着いてください。私は、別に女だからといって、今更レディになどなるつもりはありません。このままで結構です」

「男のなりをして、一生過ごすというのか？」

「はい。女侯爵を名乗れないのなら、後見人でもいいと申し上げました」

「駄目だ、駄目だ駄目だ駄目だっ」

　まるでだだっ子のように、ボルドは即座に否定した。

「私がどんなに娘を欲しかったか、わかるか？　なのに神の罰なのか、一度ひどい病に罹かかった後は、子供を産ませることができなくなってしまったんだ。頼むよ、ジョージ、そんなに美しく育ったのに、ドレスも纏わず、隠者のような生活をするなんて言わないでくれ」

　何と自分勝手な理り屈くつだと、他の人間が言ったら心底腹が立つだろう。

　ところがボルドという男は、生来の気質なのか、そんなわがままを言っても不思議と憎めない。きっと母も、この独特の雰囲気に負けて、婚姻までしてしまったのだ。

「すぐに身み支じ度たくをして、出かける用意をしろ」

「父上、まだ喪中です」

「だからこそだ。ここにいつまでもいたら、カナンの呪じゆ縛ばくからジョージは自由になれない。何も心配することはない。これからは私が、おまえの面倒はすべて見る。王族は無理だとしても、身分にふさわしい、最高の婚姻相手を見つけ出してやるから」

「いえ……それより私は……いっそ騎士になって、王の元に仕官したいのですが」

　ボルドはジョージの言葉に、ふっと笑った。

　その顔からすると、どうやら冗談にしか聞こえていないらしい。

「その赤い髪には、どんな色のドレスが似合うだろう。さすがに赤だけは駄目だな。火が燃えているように見えてしまう。落ち着いた紫とか……深い緑もいいかもしれない。色が白いから、濃い色のエメラルドや紫むらさき水すい晶しようが似合いそうだ」

　さすがシェルランド一の女たらしと言われる男だけのことはある。母よりもドレスや宝石の知識が豊富で、ジョージは呆あきれるばかりだった。

「私を娘と名乗らせたなら、ジョージ・マッカランはどうなるのです？」

　ジョージは疑問を口にした。すると思ってもいなかった、残ざん酷こくな返事が戻ってきた。

「旅先で死んだことにすればいい」

「そんな……」

「そのほうがおまえのためだ。カナンによって、これまでは偽いつわりの人生を生きてきたんだ。これからは無理をすることはない。自分らしく生きていいんだよ」

　ボルドは父親らしく、思いやりを込めて言っている。

　けれどボルドは間違っている。

　自分らしく生きていいのなら、ジョージは迷わずグーズリー卿の後を追い、もう何年か修行を積んで、騎士として生きる途みちを捜す。

「サリエリは連れていっていい。誰も知り合いのいないところに、一人で行くのは心細いだろう。サリエリはおまえが女だと知っていても、不ふ埒らちな真似はしなかった。信頼できる従者だからな」

　何を考えているのか、ボルドは指を折って何かを数えている。それが自分の婿候補の数ではないことを、ジョージは祈るしかなかった。

「早くに打ち明けてくれてよかった。あのまま騎士達に混じって、訓練なんてやっていたら、何かの拍ひよう子しにおまえが女だとばれて、とんでもない過あやまちが起こったかもしれない。私の大切な娘を、貧乏な騎士になど与えてたまるか」

　どうあってもボルドの頭には、ジョージをレディにする考えしかないようだ。

　ジョージ・マッカランはまだ成人していない。家か督とくを分けてもらって独立することは許されなかったから、ジョージは父親に従うしか途は残されていなかった。
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「レディ・ジョージア。ようこそいらっしゃいました。もう何にも心配することはありませんわ。お父様のマッカラン侯爵から、詳しい事情は伺っております」

　そういうとレディ・リリスは、豊満な胸に邪魔されながらも、ジョージアをぎゅっと抱きしめる。

　シェルランドの隣国ザルツで、皇こう太たい后ごうにずっと仕えていたリリスは、皇太后が崩ほう御ぎよ後、実家の男爵邸に戻った。

　女官をしていた時は、数々の騎士や貴族と恋の駆け引きを楽しんでいたが、婚姻の時期を逃のがしたのか、リリスはそのまま誰とも婚姻しなかった。

　その代わりに男爵邸に離れを建て、そこでレディ教育というものを始めたのだ。

　本物のレディだったら、何もよそに預けてレディ教育を受けさせることはない。自宅に教師を招くか、母親や叔お母ば達が教えるのが普通だ。

　わざわざ教える必要があるのは、貴族が身分違いの女性と恋をして、その結果生まれた子供達だった。

　レディ教育を受けた後、庶子として自分の籍に入れるか、親しん戚せきのうちの養女にしてしまい、貴族の身分にふさわしい相手と婚姻させる。

　娘が美人で、教えられたこともよくできる能力があれば、うまくすれば自分達より高い爵位の相手と婚姻が結べる。

　そうなると、親戚にどんどん高位の者が増えていくことになるのだ。

　多少金額は高くても、教育を受けさせて立派なレディに仕立ててしまったほうがいい。もしうまく貴族と婚姻できなくても、読み書きやマナーを知っていれば、裕福な商人との婚姻も考えられる。

　身分の高い男達にとって娘というのは、まさにゲームの大事な駒こまのようなものだった。

「さぁさぁ、こちらにどうぞ、レディ・ジョージア」

　リリスは、ジョージを女名のジョージアと呼ぶ。

　この家の敷しき居いを跨またいだ瞬間から、ジョージ・マッカランはレディ・ジョージアとなったのだ。

「この屋敷は、男子禁制です。供のかたは、母おも屋やの男爵邸で寝泊まりしてください。今、案内させますから」

　サリエリは早さつ速そく追い出されそうになっている。

「ジョージ様のお世話は、私がいたしますが？」

　遠慮がちに申し出たが、一ひと言ことで却きやつ下かされてしまった。

「いえ、お世話はすべて私共が。大切なレディ・ジョージアの身に、何かありましたら大変ですから」

　サリエリはむっとした。

　邪よこしまな思いなど抱かず、カナンと共にジョージアをここまで育てたのだ。そんな事情をリリスが知るはずもないので、サリエリは仕方なくジョージアの背中を見送った。

　ジョージアは心苦しげに振り返る。

「サリエリ、落ち着いたら、私が男爵邸に行く。何も心配するようなことはない。この機会にゆっくりと養生するといい」

　きりっと引き締まった表情で言うジョージアを、リリスは呆れ顔で見ていた。

「んっまぁっ。まるで若様のようにお話しになりますのね」

「いや……父は何も説明しなかったのでしょうか？」

　喪中ということで、ジョージアは質しつ素そな黒のドレスを着ている。ほとんど飾りもなく、ゆったりとしたドレスだが、それでもジョージアにとっては、足がすーすーして何とも着心地の悪い服だった。

　しかも靴は、舞踏会用みたいだ。

　男でも舞踏会の時は、小さめで軽い靴を履く。普段、革の厚いブーツを履いているから、何だかふわふわ軽くて落ち着かない。

　ただでさえ居心地が悪いのに、リリスはジョージアを睨んで、厳しい声で言った。

「レディらしくお話しくださいませ。目下の者に威厳を示すのは大切なことですが、たとえば、ゆっくり養生するといいを……あなたもゆっくり養生なさい……こう言い換えて」

　父はリリスに、男として育てられた娘だとは、教えなかったのだろうか。

　ジョージアは口を閉じたまま、リリスについて居間に入った。

「お部屋は、南向きの一番いいお部屋をご用意いたしました。明日より、午前中は読み書きの勉強。午後からは、音楽演奏、詩歌の朗読と暗唱。絵画、手工芸などを学びます。そして週に二度、ダンスの練習がございまして、月に一度、装よそおい方の講習がございます」

「……」

　ここでいったい、何を学べというのだ。

　ジョージアはすでに、学者になるために勉強している若者達と、同程度の知識を持っている。

　詩歌の暗唱なんて、三百は楽にすらすらと口にできた。

　楽器は、シェルランドの若い貴族男性がよく好む、弦楽器と笛に優すぐれ、王室内の演奏会に出演を要請されたのも一度や二度ではない。

「レディ・リリス。大変申し訳ないが、読み書きに関しては、何の問題もない。自身の本を多数持参しているので、独自の学習を続けても構わないだろうか」

「……では後ほど、私が簡単な試験をいたしまして、その結果ということではいかがでしょう」

「ありがとう。とても助かる」

「それよりレディ・ジョージア。あなたに本当に必要なのは、話し方を学ぶことではありませんの？　私、どこの若様とお話ししているのかと思ってしまいましたわ」

　無理だと、ジョージアは思った。

　十四年と半年近く、男として生きてきたのだ。

　男の話し言葉は、常に簡かん潔けつに、威厳に満ちていることが大切だと母に教えられた。父のように饒じよう舌ぜつな男は、それだけで品位を下げるとも言われた。

　グーズリー卿は、究極の騎士だ。彼は簡潔に、感情を伴わずに話す。長くて難しい話をする時は、要点をまとめてから、聞きやすいようにして話してくれた。

　あれこそがジョージアにとって、理想の話し方だ。

　いちいち、そうでございますわとか、柔らかに話すなんてできそうにない。

　何とかうまい方法をと考えたジョージアは、そうか、相手がすべて年上の王侯貴族だと思えばいいとの結論に達した。

　それなら何とか、レディらしく話せそうだ。

「お食事は、皆で一緒に摂ります。マナーを学ぶよい機会ですから。それと装いの講習の時には、商人が様々なものを持ってまいります。お気に入りのものがございましたら、私にお知らせください。代金は、マッカラン侯爵にご請求いたしますので」

　リリスの顔に、ちらっと狡こう猾かつな表情が浮かんだ。

「……なるほど……」

　授業料だけでは、小間使いを雇ってレディ達の世話をさせたり、毎日そこそこの美食を提供するだけで精いっぱいだろう。

　リリスは、母親や祖そ母ぼ、叔お母ばや姉から、ドレスや宝石類を貰えない新人レディ達に、それらしいドレスを売ることで、小金を稼かせいでいるのだ。

　父親達は、元々ドレスや宝石の値段なんて詳しくない。ここでいくらか投資しても、いずれは何倍にもなって返ってくるはずだと、勝手に計算しているだけだ。

　だから娘にねだられれば、惜しみなく支払うだろう。多少割高でも、正妻に隠れてこそこそとドレスを買ってやったりするより楽だ。

　ジョージアは母のドレスを貰い受けるのだろうか。

　だが、直さないでそのまま着るのは無理な気がする。

　背だって母よりかなり高いし、手足も長い。しかも瘦せた母と違って、鍛え抜かれた体に日増しに女らしさも加わっているから、胸も大きくなっていた。

　女として成人するということは、こういうことなのだ。体は丸みを帯おび、日々、柔らかさが増していくような気がする。

　それがジョージアにとっては、かなりの苦痛だ。

　馬に乗りたい。剣の稽古をして、弓に矢をつがえて的を狙いたい。組み手で男達を、投げ飛ばしたかった。

　そうでもしていなかったら、体がどんどん弱くなっていってしまうような気がする。

「本日は刺し繡しゆうを指導しております。家族の衣装は、皆様のようなご家庭では、お針はり子こがやってくれるでしょう。ですが、ハンカチに家紋を刺繡するのは、レディの役目です。ハンカチをどのように使うかは、ご存じでしたかしら？」

　ジョージアの顔は赤くなる。

　以前、父に連れられていった武術大会の時、騎士の足下にひらひらと散っていたハンカチのことを思い出したからだ。

「はい、存じております」

「『存じておりますわ』こう、おっしゃって」

「……」

　どうやら王族相手の丁てい寧ねい語でも駄目らしい。

『わ』だの、『ですわ』だの、余計な言葉を挟む必要があるのだ。

　居間にはすでに先客がいた。日差しが明るく差し込む窓際で、二人のレディ見習いの少女が、小さな布に色糸で刺繡をしているところだった。

「ご紹介いたします。レディ・アンとレディ・マーガレット。こちらはシェルランドのマッカラン侯爵令嬢、レディ・ジョージア」

　手早くリリスが紹介する間に、二人の少女は立ち上がる。

　ジョージアは彼女らの側に歩み寄り、まず年上と思えるアンの手を取った。

「お目にかかれて、大変嬉しく思います、レディ・アン」

　アンの右手に軽くキスをする。

　続けてマーガレットの手を同じように取り、ジョージアは笑顔を浮かべた。

「これからもどうぞ、よろしく、レディ・マーガレット」

　同じくキスをすると、少女達はおかしな顔をして、救いを求めるようにリリスを見ていた。

「レディ・ジョージア……それは……男性がする挨拶です」

「あっ……」

「よろしくて、レディはこのように、ドレスの腰より少し下の部分を抓つまみ、軽く持ち上げ、膝を折って挨拶するものです」

「いや、それなら知ってはいるが……」

　知ってはいるが、したことがないだけだった。

「皆様、よい見本を」

　二人の少女は、同じようにドレスを抓んで、ちょこんと膝を折った。

「相手が自分より高位の場合は、少し時間を長く、頭を下げて、はい、お二人で見本」

　またもや二人は、同じように頭を下げて、正式な礼をしてみせた。

「よろしくて、レディ・ジョージア。この挨拶は、近隣国のゴシュラム、シェルランド、ウラル、そしてこのザルツでは、すべての場で通じる挨拶です。ハッシュウィルのことは、私もよく存じ上げておりませんのですが」

　リリスが説明している間、少女達は下を向いて、くすくすと笑っていた。

　平然と男の挨拶をする女の子なんて、彼女らには初めてだったのだろう。

「レディ・アン。レディ・マーガレット。失礼ですよ」

　リリスは眉み間けんに皺を寄せて二人を睨む。二人は笑いを堪こらえるために、必死に下唇を嚙かんでいた。

　そんな様子を見ていると、アミンのことを思い出す。

　さよならも言わずに出てきてしまったが、せめてアミンの心の中にだけでも、ジョージは生きていて欲しいと思う。

　誰の心からも消えてしまったら、あまりにもジョージ・マッカランが可哀想だ。

　ジョージアの心は、居心地のいい綺麗な居間にいながら、ジョージのまま緑の草原を駆けめぐっている。

　刺繡をするくらいなら、馬に乗っていたかった。
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　午前中の勉学は出なくていいことになった。リリスはジョージアの教養が、宮廷内の姫君よりもはるかに上をいくと気がついたようだ。

　そろそろリリスにも、事情が飲み込めてきただろう。複雑な人間関係を推理するのは、宮中の女官にとってもっとも得意とするところだ。

　ボルドが通常のレディ教育費用より、高額な支払いをしたのもあって、リリスはジョージアを特別扱いすることに決めたようだ。

　一週間、ジョージアは耐えた。これはまさに苦行だ。騎士の訓練のほうが、これよりずっと楽だったような気がする。

　その夜、ついにたまりかねたジョージアは、こっそりと部屋を抜け出し、隣接する男爵邸に忍び込んでいた。

　そしてほとんどの部屋が灯あかりを消している中、ほんのりと灯とう火かが揺らめく部屋の前で立ち止まり、静かに声を掛けた。

「サリエリ」

「ジョージ様。こんな時間に、どうされたのです？」

　サリエリは小さな文机で、手紙を書いているところだった。ジョージアの世話をすることが許されなくなって、暇ひまを持てあましているのだろう。

「邪魔してすまない」

「とんでもございません。何か、お心に沿わないことがおありでしょうか？」

「うむ……無理だと思うが……馬に乗りたい。体を動かしていたいのだ。あのドレスというものは何なんだ。ふわふわと体の周りに余計な布が絡からみついて、動きづらくてたまらない。剣の稽古がしたい……私は……こうして普通に話したい」

　思っていたことをすべて吐き出して、ジョージアの心は少し軽くなる。

　それでもまだまだ不満はあるが、ここでは自分のままでいられるのが、何より嬉しかった。

「こんな暮らしを毎日するなんて、やはり私には耐えられない。父の期待に応えたいとは思ったが、無理なものは無理だ。サリエリ、知恵を貸してくれ」

「レディになるのは、そんなに難しいことには思えませんが」

「そうだ。難しくはない。だがそれが私にとって、ふさわしい生き方かというと疑問だ」

「やはり私が間違っておりました。もっと早くに侯爵様に事実をお伝えするべきでしたでしょうか」

　ジョージアは激しく首を振った。

「いや、過去を変えることは誰にもできない。サリエリ、今からのことを考えよう」

「さすがでございます、ジョージ様。私がいたりませんで」

　サリエリは目を細め、我が子を見つめるようにジョージアを見ている。

　ジョージアはドレス姿も気にせず、サリエリに預けていた剣を手にして、すーっと鞘さやから引き抜いた。

　剣の重さが、ジョージアの中に力を漲みなぎらせる。腕はまだ力を失っていなくて、楽々剣を左右に振り回せた。

「ジョージ様、よろしければ、お着替えになって、早朝、乗馬をなさいませ」

「いいのか、サリエリ」

「はい、そしてジョージ様。私が思うに、レディになろうと思われるより、レディのふりをなさることが一番の解決策かと」

「ふりをする？」

「そうです。何でも、巧みになさる、ジョージ様です。人の目のあるところで、それらしくお振る舞いになればよろしい。そして一日も早く、レディ教育をご卒業なさることです」

　乗馬用の服を用意しながら、サリエリは自分で納得するように頷き言った。

「侯爵様は、まだ喪中だというのに、お館にレディ・マイヤとエドガー様を呼び寄せたそうです……」

「えっ……」

「昨日届いた手紙に、そのように書かれておりました」

　サリエリは手紙で今の侯爵邸の様子を、古くからいる使用人に知らせてもらっていたのだ。今はその返事を書いていたのだろう。

「私は……悔しくて、悲しいのです……」

　乗馬用ブーツを取り出したサリエリは、自分の服の袖そででブーツを磨みがきながら言った。

「奇跡が起こることを、何度願ったことでしょう。でもこればかりは無理なことです。カナン様には、幸せになっていただきたかった……。せめて安らかに眠っていただければと願っておりましたが……侯爵様のなさることは……思いやりに欠けています」

「サリエリ……」

「しかもジョージ様のお気持ちなど、何も考えず、こんなところに無理に押し込み、遠ざけておいて……その隙にレディ・マイヤを呼び寄せるとは……」

　その時ジョージアは、サリエリが母に寄せていた深い想いを理解した。

　使用人でしかないサリエリは、どう想いを募らせても、母と結ばれることはなかった。けれどサリエリは、無む償しようの愛を捧ささげ続け、ジョージアを守ることで満足している。

　だからこそ、カナンの心痛の原因であった愛人を、平然と呼び寄せたボルドを、許せないのだろう。

「このまま侯爵様の思うままになってしまうことは、残念で悔しいばかりです。ジョージ様。私は、何があってもジョージ様のお側におります。ご自分の思うように生きてくださいませ。それがせめてもの……カナン様へのご供く養ようだと思います」

「ありがとう、サリエリ」

　では、馬に乗ろう。

　早朝の野山を駆け抜ける気持ちよさが蘇よみがえった。

　馬車の中から見る風景と、自分で馬を駆って見る風景は違う。

　それは与えられた人生と、自ら手に入れた人生との違いだと、ジョージアは思った。
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　ダンスの練習は楽しい。ジョージアは自ら進んで、二人のレディの練習相手になってやった。なぜならジョージアにとって、ダンスとは男性のパートを踊るものだったからだ。

　生来、運動能力の高いジョージアだ。女性のパートを覚えるくらい容た易やすい。

　だが装いの講習だけは、二度と受けたくないと思った。

「胴の部分は、こうして下着で締め付けて、より細く見せます」

　絹の薄い下着の上に、薄い皮で作られた、短い甲冑の胴の部分のようなものを巻き付ける。それをリリスは遠慮なく、ぎゅーぎゅーと締めつけた。

「うっ」

　ジョージアは吐きそうになって、息を詰まらせた。

「こうして胴体を締めつけると、姿勢がよくなり、胸がせり出してより大きく見えるからです」

「レディ・リリス。レディ・ジョージアは、わざわざ大きく見せる必要など、ありませんわ」

　アンはマーガレットを手伝ってやりながら、くすくすと笑って言った。

　二人の少女にとって、ジョージアはまさに驚きのレディだった。

　教えられたことは何でも完かん璧ぺきにこなす。

　食事のマナーも、いつも口うるさいリリスが思わず見惚れてしまうほど、優雅で美しい。

　なのにリリスがいない時には、まるで少年のように振る舞うのだ。

　話し方もどこかおかしい。すぐに男言葉になってしまう。

　しかも生まれてこの方、コルセットをしたことのないレディがいるなんて、アンとマーガレットにとっては、信じられないことだった。

「さぁ、ドレスをご覧になって、ご自分の好きなものをお選びなさい」

　アンとマーガレットは、興奮して真新しいドレスの詰まった箱に駆け寄る。けれどジョージアは、まだコルセットに慣れていなくて、ゼーゼーいっているばかりだった。

「レディ達を私は尊敬する。よく、こんな苦しみに耐えられるものだな」

　甲冑がどんなに重く動きづらいか、こんな時は忘れてしまえるものらしい。だがジョージアの体は、甲冑がぴたりと合うようにできているようだ。

「ふぅっ、こんな苦しいもので締めつけてから、ダンスを踊るなんて」

「レディ・ジョージア。いつまで下着姿でいるつもりですか？　さぁ、ここでドレスを選ぶのも、レディとして大切なことです。自分をいかに美しく見せるかは、配色、柄、装身具などで決まるのですから」

　早く選べと言われても、ジョージアには全くどれも同じように見えてしまう。体に合えばそれでいいと思えた。

「これがゴシュラムの新しい流行かしら。袖が綺麗」

　アンは青のドレスを手にして、ため息をついていた。

「レディ・ジョージア。シェルランドでは、どんなものが流は行やっているのですか？」

　マーガレットに訊かれて、ジョージアは言葉に詰まった。

　母はいつもあまり飾りのない、地味なドレスばかり着ていた。色も暗い茶色や緑、紺などがほとんどで、鮮やかな色のドレス姿など見たこともない。

「私はあまりドレスには、興味がないので」

　正直にそう答えるしかない。

「じゃ、レディ・ジョージアは、どんなお召し物がお好きなのですか」

「……今、欲しいのは……黒で、こんな形のです」

　ジョージアは手でそれとなく甲冑の形を作ってみせた。

　新しい甲冑が欲しい。体つきが変わってしまったし、背も少し伸びてしまったから、これまでの甲冑はもう使えなくなっていた。

「おもしろい形ですのね。肩がそんなに膨ふくらんでいるんですか？」

　何も知らないマーガレットは、無邪気に訊いてくる。

「そう、そして……こんなのと、こんなのを」

　強固な盾。どんなに打ち合っても、決して刃こぼれしたり折れたりしない剣。真っ直ぐで羽が綺麗に揃った矢と、軽いがしっかりと引ける弓。

　ジョージアは心に浮かんだものを、次々と手で示した。

「そんなに大きな飾りばかりつけたら、ダンスの時、邪魔になりません？」

「えっ……ああ、そうですね」

　マーガレットはアンに呼ばれて、ドレスを選びに行ってしまった。一人になったジョージアは、サリエリとの会話を思い出す。

　何ヶ月も、こんな場所で無為に過ごすことはない。

　学ぶことをすべて学び、レディらしく振る舞うことを覚えてしまえばいい。

　そしてシェルランドに帰るのだ。

　これまでも父を騙してきたが、また父を騙すことになる。レディになったと思ったらとんでもない。中身は以前と全く同じままで、ジョージアは生きていくつもりだった。

　父にとって都合のいいゲームの駒として、利用されるだけなんて嫌だ。

　そのためにも、ジョージアはここでドレスを選ばないといけないのだろう。

　自分に似合う色と形を選び出し、リリスを黙らせるしかない。

　ふと、深紅のドレスが目に止まった。けれどこの色では、自分の髪とは合わないだろう。そう思って諦めかけたが、ジョージアは思わず呟いていた。

「これに黒を足して……袖と胸元に……」

　黒いレースのショールを手にして、それとなくドレスの上に置いてみる。すると深紅のドレスは、雰囲気をがらりと変えていた。
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「まぁ……そうですわね。よいお見立てだこと」

「黒を多く……赤は控えめに……動きやすく、裾すそはすっきりと」

「ええ、確かに……あなたにはお似合いだわ。早速、仕立てさせましょう」

　リリスはこれで商売になったと喜んでいるが、ジョージアにしてみれば、そんなドレスよりも、甲冑をどうするかといった問題がまた頭をもたげてきた。

　ドレスは父が買ってくれるのだろう。

　だが甲冑を手に入れるにはどうすればいい。

「宝石はお持ちですか？」

「はい……母のものが……」

　そうだ、母の宝石がある。父にはあれは母の形見だから、マイヤにあげてしまうようなことだけはしないでくれと言ってある。

　甲冑が仕上がるまで、どれくらい時間が必要だろう。

　ジョージアは素早く頭を巡らせる。

　ここにいるのは、甲冑が仕上がるまで。そうだ、それなら耐えられる。甲冑はドレスより時間がかかるだろうが、一年待たされることはないはずだ。

　ジョージアはにこやかに微笑む。するとリリスは、この変わったレディも、やはりドレスの美しさには人並みに関心があるんだわとでも思ったのか、同じように笑みを返してきた。
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　ジョージが勉学のために、ゴシュラムに行くことになったとアミンが聞いたのは、慌ただしく旅立った後だった。

　さよならも言ってくれなかったし、その後手紙も来ない。

　アミンは悲しくてずっと気持ちが沈んでいたが、さらに追い打ちをかけるような知らせが届いた。

　あれから半年、ジョージはゴシュラムで行方ゆくえ不明になったという。

「父さん、絶対におかしいと思うんだ。若様がいなくなるなんてあり得ない」

　ゴシュラムに向かう街道を、アミンと父親は馬車に荷を載せて運んでいる。馬の手綱を持つ父親は、またかというように顔を歪ゆがめた。

「アミン、いいかげんに若様のことは諦めな。どっちみち身分違いだ。どんなにおまえが若様のことを好きでも、相手にはしてもらえないんだよ」

　荷物からは花の匂いがするから、こうして侯爵邸を離れていても、まだすぐ近くにいるかのようだった。

　ゴシュラムの商人に荷を届ける。それが薔薇園管理の責任者である、アミンの父親の仕事でもあった。

　いつもはアミンなど連れていかない。雇い人の若い男を連れていく。けれど今回は、どうしてもアミンがゴシュラムに行きたいと言うから、わがままを聞き入れてやったが、父親は少し不安だった。

　最近、この街道には盗賊が出るという。どんなにいい国でも、やはり悪い心がけの人間はいる。それだけではない。ハッシュウィルの国情が乱れ、暮らせなくなった人間が隣国に流れてきて、悪事を働くというのだ。

「あの侯爵様の隠し子って何？　ひどくない？　どうして侯爵様は、若様のことをちゃんと捜そうとしないで、娘を引き取ったりしたの」

「領主様のことを、悪く言うもんじゃない」

　父親は諭さとすように言ってはみたが、やはり長年侯爵家で働いてきた身としては、今回の騒動はあまり心地いいものではなかった。

　女主で、侯爵家の正統な跡取りであったカナンが亡くなった途端、愛人だったマイヤを正妻として迎え入れ、これまで住まいにしていた別邸には、何と隠し子だったという娘が住むようになったのだ。

　まだ誰も、その娘の姿をちゃんと見てはいない。噂うわさによると、侯爵そっくりの赤い髪をした、素晴らしく美しい娘ということだった。

「何か変よ。侯爵様は、姫様のために盛大な宴をやるつもりらしいけど、それってお婿さん探しのためでしょ？」

「どうでもいいじゃないか。わしらには、所詮、関係のないことだ。アミン、ゴシュラムに行ったって、若様に会えるわけじゃないぞ」

「……そんなことわかってる。だけど……若様が見ていたものを、あたしも見てみたいだけ」

　やはりアミンには納得できない。

　ジョージがいなくなったと思ったら、どこからともなく娘がやってきた。

　侯爵は新しい娘に夢中で、ジョージのことを真剣に捜そうともしない。

　なぜジョージは、何も言わずにいなくなったのだろう。

　倉庫の奥で、体を見せて欲しいと言われた日のことを、アミンは何度も思い出す。あれがジョージとの、最後の思い出になってしまった。

　母親には何かあったのではないかと散々疑われたが、本当に何もなかったから、アミンは胸を張っている。

　けれど内心では、何もなかったことで傷ついてもいた。

「ここを抜ければ、人家もあるし、宿もあるんだが」

　父親は不安を口にする。ゴシュラムの首都ゾードまでは、馬車で三日かかった。その間には数カ所、深い森があるのだ。

　日中ならまだ人通りもあるが、夜が近づくと危険だ。以前は狼の心配をすればよかっただけだが、今は盗賊も心配しないといけない。

　もう少し速くと気は焦あせるが、荷物は多く、馬達に無理もさせられない。

　やはり心配したとおりだ。父親は、森からばらばらと現れた男の一団を見て、腰のベルトに差し込んだ短剣を手にした。

「アミン、もしわしに何かあったら、馬を荷から外して、乗って逃げろ」

「父さん……あたし、馬なんて乗れない」

「手綱にしがみついてれば、馬は勝手に家に戻る。それともなけりゃ、この先に馴染みの宿があるから、そこに助けを呼びに行け。やたら強い、料理人の息子がいるから」

「父さん……」

　アミンを連れていくことを母親が反対した意味が、これでやっとアミンにもわかった。だがアミンを可か愛わいがっている父親は、娘のわがままを聞き入れてしまったのだ。

　それが失敗だった。やはり旅慣れないアミンは、何をするにも手間取り、思わぬ時間がかかってしまった結果、森に着いたのが夕方になってしまった。

　男達は、手に剣を持っている。そして両手を広げて、行く手を阻はばんだ。

　馬に鞭を当て、逃げ切れるかと思った。ところが森の中には、数頭の馬が隠されていた。

　逃げてもすぐに追いつかれる。もう逃げようがない。

「どうしよう、父さん」

「しっかり摑まってろ。走り抜けるしかない」

　それしか父親には言えなかった。

「待てっ。待て、待てーっ」

　だが男達は、すぐに馬の手綱を数人で取り押さえてしまった。

「荷物を置いていきなっ。おおっと、娘っこがいるぜ。こりゃあ、ついてるな。売りゃいい値になるぜ」

　二人を脅おどかすつもりなのか、男達はほぅほぅっと梟ふくろうのような声を出す。それが不気味で、アミンは必死になって父親に縋すがり付いた。

「親父おやじ、さっさと降りろ。娘と荷を置いていけば、命までは奪わないがな」

「そんなことはさせるもんかっ」

　父親は短剣を振りかざし、男達の手から何とかアミンを守ろうとしたが、男達は笑って見ているだけだ。

「無理すんな、親父。どれ、降りないんなら、引きずり下ろすだけだ」

　男の手がアミンのドレスに伸びる。

　アミンは思い切り悲鳴を上げた。

「いやーっ、誰か、誰か助けてーっ」

　神にその悲鳴は届いたのだろうか。　

　その時、馬の蹄ひづめの音が聞こえた。

　ざわざわと森が揺れているのは、あまりに速く疾しつ走そうする馬に、鳥達が驚いていっせいに飛び立ったせいだ。

　馬は素晴らしい速さで馬車の側に辿たどり着く。

　そこには真っ黒な甲冑を身に纏った騎士が乗っていて、最初の一ひと太た刀ちが、アミンのドレスを摑んでいた男の腕を切り裂いた。

　アミンの悲鳴は止やんだが、今度は男が悲鳴を上げていた。

　馬上の騎士は、さらに別の男にも斬りつける。剣を手にした男の腕からは、一瞬で血が噴き上がった。

「邪魔すんなっ」

　ばらばらと男達は騎士を取り囲む。すると騎士は馬から飛び降り、落ち着いて、一人、また一人と盗賊を斬っていく。

　黒い甲冑、そして黒いマント。ブーツも、そして馬まで黒い。

　夜が来たら、闇の中に溶けてしまいそうな騎士は、あっという間に男たちから戦闘能力を奪ってしまった。

　まずいと思ったのか、男達は怪我した仲間をどうにか引き連れて、馬に乗って逃げていく。

　その間アミンと父親は、ただ呆然と騎士の活躍を見守っているしかできなかった。

　男達の姿が、森の奥深くに消えると、騎士は再び馬に乗り、黙ってゴシュラムへの道を剣で指し示す。

「ありがとうございました。さぞやご高名な騎士様と思われますが、よろしければお名前を。わしらはマッカラン侯爵の元で働いてる者でして」

　父親は助けられてほっとしたのか、騎士を拝おがむようにしながら言った。

　けれど騎士は何も言わない。そのまま黙って、また元来た道を戻っていってしまった。

「何ってこった。この世には奇跡があるんだな。アミン、宿のあるところまで、とりあえず急ごう。しかし……あれは誰なんだろう。盗賊とはいえ、殺さずあんなに見事に追い払うなんて、慈じ悲ひ深いお方だ」

　馬に鞭むちを当て、父親は急いでこの場から逃げようとする。

　アミンは騎士が去った方角を振り返りながら、まだ震えている体を抱きしめて呟いた。

「若様よ……きっとあれは、若様だわ」

「またそんなことを」

「だって、そうよ。そうでなかったら、誰だっていうの」

「アミン……そうだな、きっと若様だ」

　襲われたことでアミンは怯えている。おかしなことを言いだしても仕方がないと、父親はうんうんと頷いてやった。

「若様……」

　森に囲まれた道はどんどん暗くなっていく。遠くはすでに闇に吞み込まれ、そこはまるで幽界への入り口のように思えた。

「そうか、亡くなった若様が、わしらの守り神になってくださったんだな」

「いいえ……若様は死んでなんかいない。きっとどこかに生きていて、あたし達を見守ってくれているのよ」

「ああ、そうだとも。若様は……志こころざしの高い、立派な方だった。たとえ死んでいても、わしらを守ってくださるさ」

「死んでないって。生きてるわ。だって……」

　まるでダンスを踊るかのように、優雅に剣を振る騎士なんてそういない。

　いつもジョージが練習している様子を、隠れて見ていたアミンだからこそ、確信できたことだった。

　生きていてくれただけで嬉しい。

　そして自分を助けに来てくれたことが、もっと嬉しい。

　アミンは何度も振り返る。

　夜は近づき、森は黒い巨大な塊かたまりのようにしか見えなくなっていて、最初の星が一つ、ジョージの帰るべき場所を示すかのように瞬き始めた。
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　まだ夢の中にいるようだ。シェルランドに戻って一週間、アミンは花を摘んでいても、幼い弟妹の面倒を見ていても、心は常に黒い騎士のことばかり考えていた。

　あの後、急いで馬を走らせ、やっと宿に辿り着くやいなや、父親は興奮して道中であったことを宿の主に話す。するとそれを横で聞いていた宿の息子が、悔しそうに言っていた。

『十日ほど前から、現れたんですよ。街道に隠れてる盗賊を、何人も懲こらしめてます。そんなに強い騎士だったら、ぜひ俺様ともお手合わせ願いたいところだなぁ』

　おまえは黙って料理してろと、主は息子を叱っている。

　アミンは十日前という言葉が気になって、黙って聞いていた。

　侯爵家に娘が引き取られて二週間。

　何だか、おかしな符ふ号ごうの一致のように思えた。

「やれやれ、若様を追い出して、今度は姫様をお迎えかい。言いたかないけど、領主様のなさることっていったら」

　今こ宵よい、娘を迎えての宴が開かれる。そのために下働きの女達は、料理の準備や、いつもはしまわれている銀食器を出したりするので大忙しだ。

　その合間にも、方々で悪口が出る。カナンは厳格な主だったが公正で、働き手に対してはいつも思いやりがあった。そのため、今でもカナンを慕したっている使用人は多い。

　あまり知的とは思えないマイヤの指示は気まぐれで、新しい女主の評判は悪かった。

「エドガー様に跡目を継がせるために、若様を追い出したんだろ。お可哀想に。それより聞いた？　夜になるとこのお館、おかしなものが出るらしいよ」

「ひーっ、やめておくれよ。そりゃ出るに決まってるよ。カナン様と若様の部屋だろ……」

　女たちは一瞬で押し黙る。仕事を監督しにきた侍従頭が、じろっと女達を睨んだからだ。

「サリエリ様は、どこに行ったの？」

　アミンは豆を剝く手を休めずに、声を潜ひそめて隣の女に尋ねた。

「ひどいことをなさるじゃないか。若様付きの従者だったのに、領主様は新しい姫君付きの従者になさったんだよ」

「えっ？」

　あのサリエリが、ジョージの側を離れて、他の誰かの元で働くなどあり得ない。

　乳母も雇わず、男のサリエリがジョージの面倒をすべて見てきたことを、アミンだって知っている。

　アミンはその新しい姫君の姿が見られることを、楽しみに待っていた。

　その姿を見れば、何もかもがわかるような気がしたのだ。

「ぞろぞろとバカ面づらした貴族達がやってきてるよ」

　外の掃除から帰ってきた女が、みんなの輪の中に入ってきて告げた。

「みんな着飾っててさ。おっかしいったらありゃしない。領主様は金持ちだから、何とか気に入られて婿になりたいんだろうね」

「やれやれ、あたしゃ若様の婚姻を楽しみにしてたのにさ……」

　女の言葉に、そこにいた全員が肩を落とした。

　やはり使用人にまで優しかったジョージも、カナン同様愛されている。

　滅多にないことだったが、エドガーがこの館に遊びに来ることもあった。そんな時のエドガーは横暴で、使用人達にもわがままばかり言う。やっと帰った後、みんなが疲れ切っているところに、ジョージはエドガーのために焼かせた菓子の残りなどを運ばせた。

　みんなに愛されていたジョージのことを思い出し、アミンは忘れかけていた胸の痛みをまた味わった。

「レディ・ジョージアがお見えになる。皆で出迎えるように」

　侍従頭に命じられて、女たちはドレスの埃を払い、ぞろぞろと外に出た。

「それぞれ手に薔薇を持って、レディ・ジョージアがお通りになった後に、そっと置くんだ。間違ってもレディ・ジョージアに投げつけるような真似はするな」

　切られたばかりの薔薇が、それぞれの手に渡された。アミンは一番端に立ち、馬車の到着を待った。

　車止めで馬車を降り、館まで歩くことになるが、そこには真新しい絨じゆう毯たんが敷かれている。

　馬車が止まり、中からまず正装したサリエリが降りてきた。そしてサリエリに手を取られて、深い森を思わせる、緑色のドレス姿のレディが降り立った。

　髪は紅葉した森のように赤い。

　肌はだは雪山のように白かった。

　瞳は枯かれた赤薔薇を思わせる鳶色だ。

　誰が見ても美しいレディだったが、その顔立ちはまさにジョージそのものだった。

「あっ……」

　近づいてくるその人から、アミンはもう目が離せない。

　豊かな胸、くびれた胴。紛まぎれもなく女性の体をしているのに、その表情は凜としていて、真っ直ぐに前を見て歩いている。

　女達はドレスを抓んで腰を折り、深く頭を下げる。そしてレディ・ジョージアが通った後に、そっと薔薇を置いた。

　アミンも同じように頭を下げて待ったが、ついに耐えきれず、レディ・ジョージアの前に出てしまった。

　侍従頭がこらっと叱しつ責せきしている。けれどアミンは、震える手で直じかにレディ・ジョージアに薔薇を差し出していた。

「どんなにお姿が変わっても、あたしにはわかります……黒くても、緑でも、赤でも……どんなものに包まれていても……あなたは……あなたです」

　アミンの頰を涙が伝う。

　するとレディ・ジョージアは薔薇をアミンの手から受け取り、そっと抱擁した。

「ありがとう……あなたは誰よりも幸せになりなさい」

　優しい声がそう囁ささやく。

　ジョージと全く同じ声だ。

　その瞬間、アミンは初恋の呪縛から解き放たれた。

　もうどんなに待っても、若様は馬に乗ってアミンを迎えに来てはくれない。美しい体を手に入れても、若様に抱かれることはなく、秘密の婚姻が行われることはないのだ。

　何もかもが、幼い時代の夢として終わってしまった。

　いつか自分にふさわしい相手と婚姻し、子供も生まれて、幸せになるかもしれない。

　けれどアミンは、この先もずっとジョージを愛するだろう。

　レディでもない、騎士でもない、もうどこにもいないジョージ・マッカランを、アミンは生涯忘れることはないのだ。
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　それから四年近くが過ぎた。

　ボルドの悩みは、目元の皺と同じくらい年々深くなるばかりだ。

　容姿の衰おとろえばかりは、神の定めたことだからどうすることもできない。けれどこの問題は、もっと早くあっさりと解決するはずだったのに、どうしてうまくいかないのだろう。

「これはこれはマッカラン侯爵」

　声を掛けられて振り向いたボルドは、薄く化け粧しようをした王の弟、オーランド公の姿にぎこちない笑顔を浮かべた。

「武術大会を見にいらっしゃるなんて、珍しいことですね。女泣かせのあなたが、騎士の活躍をご覧になるなんて、女から男に宗しゆう旨し変がえをなさったとか？」

　断りもなくボルドの横に座ったオーランド公の体からは、ついこの間作り出したジャスミンを使った香油のいい匂いがした。

　ボルドは苦笑いを浮かべながらも、愛あい想そよく言った。

「私のところのものを使っていただき、光栄です」

「おや、さすがに匂いには敏感ですね。あなたはすべての女性の味方だ。だからこのように、素晴らしい香油をお作りになれる」

　女よりも男が好きなオーランド公は、武術大会を何よりの楽しみにしている。そして女のように、騎士の動き一つ一つに大きな歓声を上げるのだ。

　そんなオーランド公に隣に座られたら、この武術大会の間中、うるさいことになりそうだなと、ボルドはますます憂ゆう鬱うつになった。

「マッカラン侯爵、この場で婿探しですか？」

「えっ、いや……まぁ、その……」

「あんな美しいレディを、どこにお隠しになっていたのです？　しかもただ美しいだけではない。剣の腕も相当なものだとか？」

　扇おうぎで口元を隠しながら、オーランド公は噂好きの老レディ達のように、嫌らしい口調でちくちくと耳にしたくないことを言う。

「レディ・ジョージアの求婚者達は、何でも剣の腕で彼女に勝たなければ、男として認めてもらえないそうですね？」

「いや、それは、その……」

　これまで何人の求婚者が、侯爵邸を訪れただろう。

　そしてそのうちの何人が、屈くつ辱じよくを味わわされ、怒りながら帰っていっただろう。

　これまで自分の思いどおりにならない女など、一人もいないと豪語していたボルドだったが、見事に実の娘に裏切られていた。

　ジョージアは、自分より強い男でなければ求婚を受けないと、勝手に宣言してしまったのだ。

　女の身で生意気な、では私がそのドレスを切り裂いてやろうとばかりに、何人もが挑戦してきたが、なぜ一人も勝てないのか。

　だからボルドは、この際多少身分は低くてもいい、ジョージアより強い男を探して、好きでもない武術大会の見学に出てきたのだ。

「おお、出場騎士達が出てきました。私が注目しているのは、三番目にいる黒騎士です」

「はぁ……」

　オーランド公は美青年好きだ。だったらさぞかし美しい若者なのだろうと、ボルドも背筋を伸ばして目で追ったが、兜を被っているので顔は見えない。

「顔がわかりませんね。若いのですか？」

「あの動きの敏捷さからいったら、まだかなり若いと思いますね」

「どちらの若君でしょう？」

「それが謎なのですよ。彼は一度も、兜を取らないのです」

　息子のエドガーは、騎士の修行をしたいとねだったくせに、厳しい修行に音ねを上げて、半年も続かなかった。

　身分は低くても、厳しい修行に耐えられるような、根性のある若者なら救いがある。最近、ボルドはそう思えるようになってきた。

　女達はボルドに、様々な喜びをくれた。そんな女達に返す意味でも、香油作りに精を出したら思っていたより金も稼げた。

　けれど女達の恨みもたくさん買ったせいか、ボルドはこの頃、何ともいえぬ寂しさを味わうようになっていた。

　マイヤは愚かな女だから、決してボルドに逆らわない。何でもはいとしか言わなかった。女の機嫌ばかり取っていたボルドにとって、そんな扱いをしなくていいマイヤが気楽でよかったのだ。

　だが難しい問題を相談するには、あまりにも無知すぎる。会話を楽しむ相手ではない。

　マイヤに対して不満が溜まると、ボルドはカナンを思い出す。どんな難問も、前向きにすらすらと答えを出せる女だったなと思うと、今更のように自分のしたことが悔やまれた。

　ジョージアは外見はボルドに似ているが、考え方はカナンに似ている。だからジョージアと話していると、時々、カナンといるように感じられた。

　新しい香油を考え出したのもジョージアだ。

　ジョージアが息子だったらと、思わないこともない。エドガーよりはるかに領主にふさわしいというのも、今ではよくわかっていた。

「女は美しいというだけでは、良縁に恵まれないものなのでしょうか？」

　つい関係ないオーランド公に愚ぐ痴ちってしまった。

「この際、身分は多少低くてもいいし、娘より年下でも構わない。強い男と婚姻させてやりたいのですが」

「そうですねぇ。お気持ちはわかります。もしあの黒騎士の顔が、私好みでなかったら、マッカラン侯爵、お譲りしてもよろしいですよ」

「……」

「私、いい手を考えまして、兄王にねだりました」

　オーランド公はレディのように浮き浮きした口調で言った。

「今回、もし黒騎士が優勝したら、表彰の時に兜を外させようと思いまして」

「ああ、なるほど。でも黒騎士が優勝するんですか？」

「噂によると、街道に出る盗賊共を、ここ数年、一人で退治しているそうです。そうやって腕を鍛えているのでしょう。ここ何回かの武術大会で、彼が負けたところを見たことがありません」

「それは楽しみですね」

　ボルドは黒騎士の素顔が、オーランド公好みの美青年でないことを願った。

　考えてみれば、ジョージアは決して男を外見で判断したりはしないだろう。何しろ、自分の父親以上に美しい男など、この世のどこにもいないのだから。

　そう思ったボルドは、黒騎士が優勝してくれることをひたすら祈った。

　確かに黒騎士は強かった。剣さばきは優雅だが、確実に相手の急所を突いて倒していく。

　体は小柄ながら、騎乗槍試合でも、巧みに相手の喉を狙って、次々と対戦する騎士を落馬させていった。

「うーん、彼はかなり高名な騎士の指導を受けていますね。すべての競技が、正統派の戦い方です」

　オーランド公は勝手に解説してくれている。

「そうですか。オーランド公は、グーズリー卿をご存じですか？」

　エドガーが学んだ騎士は、後で聞いたところによるとそれほど強い騎士ではなかったらしい。だがジョージが師事していたグーズリー卿は、貴族の間でその名前を知らない者がいないくらいの騎士だった。

「存じ上げておりますよ。彼は私の父の第一騎士でしたから」

「グーズリー卿だったら、あの騎士の素す性じようをご存じかもしれませんね」

「そうでしょ。そう思うでしょ」

　いきなりオーランド公は、ボルドの手をぎゅっと握ってくる。

「私もそう思って、何度かグーズリー卿に訊ねたのですが、何も教えてくださらないのです。絶対に彼は、グーズリー卿の弟子だと思いませんか？」

　黒騎士に、特別興味のあるオーランド公の鼻息は荒い。

　馬を走らせながら、矢で的を狙う競技でも、黒騎士は簡単に最高点を出した。

「しかし見事な馬だ……」

　黒騎士を支える漆しつ黒こくの馬は、かなりの名馬だろう。甲冑も最新式のもので、錆さびもなくぴかぴかと輝くほどよく手入れをされている。

　武術大会で優勝すれば、そこそこの賞金は貰えるが、あれだけのものを揃えるのは無理だ。

　しかも何度も優勝しているのに、王や貴族に仕官する様子もないとなれば、家がそこそこ金持ちなのだろうと、ボルドの期待はますます膨らんでいく。

　最後の騎士が競技を終えると、いよいよ優勝者が決まる。オーランド公の予想したとおり、やはり黒騎士だった。

「本日は、王の代行者として、オーランド公がお見えになっている。勇者よ、兜を取って、御ご前ぜんにその顔を見せるように」

　大会の執行者は、威厳を込めて黒騎士に告げた。

　オーランド公は嬉しげに立ち上がり、観客に向かって手を振る。武術大会の熱心な支持者であることを皆知っているから、オーランド公に向けられる拍手は盛大だった。

　その上、皆も喜んでいる。そろそろ黒騎士の正体を知りたいと、同じように思っていたからだ。

　黒騎士は明らかに狼狽うろたえている。オーランド公は王族だから、その御ぎよ意いに背そむくということは、場合によっては罪と見なされるのだから、ここで兜を取らないわけにはいかない。

　黒騎士は膝を折り、王族に対する正式な礼をした。

　そして覚悟を決めたのか、苦労してしっかり留められた兜を外した。

　真っ先に人々の目に触れたのは、燃えるように赤い髪だった。

　続けて人々が目にしたのは美しい顔で、方々からため息が聞こえてきたが、ボルドは違う意味のため息をついていた。

「ジョージア……何てことだ」

　オーランド公の顔も引き攣つっている。何度か王宮内の舞踏会で、ジョージアとは顔を合わせているから、それが誰か知らないはずはなかった。

「マッカラン侯爵……これはどういうことです」

　わなわなとオーランド公の手は震えていた。

「何もかも知っていて、私をおからかいになったのですか？」

「いや、私は何も知りません。本当に知らないんです、まさか娘がこんなことをしていたなんて……」

　ジョージアはオーランド公の横に、ボルドがいることをすでに気付いていたようだ。何とも皮肉な感じの笑みを浮かべて、ボルドを見ている。

「勇者よ。自ら名乗りなさい」

　何も知らない執行者は、オーランド公から命じられたままに、ジョージアに名乗らせようとしていた。

「マッカラン侯爵家、第一息女、ジョージア・マッカランです」

　観客がどっと沸いた。すでにマッカラン侯爵家のじゃじゃ馬姫の噂は流れている。あそこまで強ければ、誰も彼女に求婚はできないだろうと、皆もこれで納得しただろう。

　ボルドは頭を抱え込む。

　女に裏切られたことは何度かあるが、これほどひどい裏切りは初めてだった。
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「顔と体が別々になってしまうには惜しいな。だが、後でじっくりとその体も拝んでやるさ」

　馬上の男は、兜から少し覗く口元に、嫌らしい笑いを浮かべていた。

　ハッシュウィルの無敗軍団。

　ジョージアはその強さを思い知る。

　人を殺すことに、何のためらいもない。情なさけや哀あわれみの感情などとうに失っていて、冷れい酷こく非情だから彼らは強いのだ。

　騎士として、何年も修行してきた。

　母の宝石を売り、甲冑と馬を手に入れ、再びグーズリー卿に師事し四年近く学んだが、それでも勝てないのは、この冷酷さがなかったせいだと、ジョージアは死を前にして悟った。

　女だてらに騎士になったと、父の逆げき鱗りんに触れて家を追い出された。

　支持していた黒騎士が女だったことで、激しく失望してしまったオーランド公のせいで、シェルランドでは仕官先も、当然婚姻先もなくなった。

　そうなった時にグーズリー卿が、ゴシュラムのゴート王は公明正大な王だから、ぜひゴシュラムに行けと勧めてくれたのだ。

　ゴシュラムの騎士団は素晴らしい。

　ジョージアは、最後にいい仲間に巡り合えたなと、今は満足している。

　剣を構えた。どうせ死ぬなら、騎士として恥ずかしくないように、相手にせめて一太刀報むくいて死にたい。

　馬がジョージアに向かって突進してくる。

　豪腕の兵士の手には、大振りな剣が握られていた。

　その時、一本の矢が無敗軍団の兵士の腕を射貫いた。

　兵士は驚き、剣を振り下ろすのをやめてジョージアの前を通り過ぎる。

　再び馬を反転させて攻撃を再開しようとした時、勢いよく走ってきた馬が、思い切り体当たりしていた。

「ジョージア、兜だっ！　早く被れ」

　馬上で叫んでいるのは、ゴシュラムの騎士団のジュード・サビルだった。

「俺の女の首を狙うなんて、ふざけんじゃねぇっ！」

　ジュードは、拳こぶしで無敗軍団の兵士の顔を思い切り殴なぐっていた。その勢いに押されて、あれだけ豪腕に思えた兵士の体がぐらついている。

「レディ騎士。馬だ」

　兜を被ったジョージアの前に、馬の手綱を引いたラウル・フォー・メイデンの姿があった。

　その肩からは、弓が下がっている。

「あの距離から、腕を狙ったのか？　さすがだ、ラウル」

　謎の大食い騎士、ラウル・フォー・メイデン。ジョージアとたいして変わらぬ細身の若者は、信じられないような強運の持ち主だ。

　その強運と、どんなに冷たくしても諦めずに、ジョージアに言い寄ってくるジュードのしつこさが、危機から救ってくれたのだ。

　レディ騎士。

　その呼び名は、今では自分に与えられた尊称だとジョージアは思っている。

「助かった、ラウル。感謝する」

「感謝するならジュードにだ。あれは本気で怒ってるな」

　ジュードは敵兵の馬に飛び移り、その勢いで兵士ごと地面に落ちていた。

　激しい殴り合いになっている。ジュードは敵兵の上に乗り、兜を摑んで地面に何度も叩き付けていた。

　敵兵はジュードの首を狙い、絞めようとしている。けれどジュードは顔を真っ赤にしながら苦しさに耐え、攻撃の手を緩めない。

　ついに敵兵は、口から泡を吹いてがくっと力を失った。

「殺すなって命令だからな……だが、二度と剣を持てないようにしてやる」

　ジュードは甲冑の肩の継ぎ目に、剣を突き入れた。

　兵士の体がびくっと震え、意識を取り戻したのかまたかかってこようとする。だがジュードは冷徹に、今度は足を傷つけた。

「今なら逃げられる。夜にならないうちに、ハッシュウィルに向かわないと、狼の餌え食じきになるぞ。悪いが逃げる途中で、こっちの兵を殺されたらかなわないからな。剣は貰う」

　重い剣を奪い取ると、ジュードは馬の手綱を持って待っているジョージアに近づいてきた。

「ラウルは？」

「他を助けに向かった。あんなに小柄なくせに、疲れを知らない男だ」

　ジョージアは息を整える必要があった。死を覚悟している間に、緊張感からかかなり疲れてしまったようだ。

「ジョージア、大丈夫か？」

「ああ、助けてくれたことは感謝する。女の身ゆえ、足手まといになっただろうか」

　そんな気弱なことを、ジョージアはこれまで一度として口にしたことはない。

　だがあの豪腕の兵を、ジュードがいとも容易たやすく組み敷き、苦しさに耐えながら、剣に頼らず倒したことで、自身の非力を意識してしまったのだ。

「勘かん違ちがいするな。女だから助けたわけじゃない。仲間だから助けた。それだけだ」

　ジュードはいつもより乱暴な口調で言うと、敵兵から奪った剣を、自分の馬の鞍くらに差し込んだ。

「行くぞ、ジョージア。まだ終わってない。あっちでバズ達が苦戦している。今度は、貴殿が助ける番だ」

「わかった」

　馬に乗った途端に、ジョージアの意識はしっかりと戻ってきた。

　ゴシュラムの武術大会に出た時、ジョージアは初めて自分より強いかもしれない騎士数人に出会ったのだ。

　ゴート王は、グーズリー卿が褒めるだけあって、確かに優れた王だ。剣も乗馬も並外れて強い腕を持ち、自ら戦う勇気もある。

　もう一人が、ラウル・フォー・メイデン。誰も知らないようなことまで口にする不思議な騎士は、弓に関してはジョージアより上うわ手てかもしれない。

　そしてこのジュード・サビル。

　もう少し思し慮りよ深ければ、完璧な騎士になれるかもしれないのに、考えずに行動してしまうのが最大の欠点だ。

　剣の腕も強いが、組み手もかなり強い。そして何より勇気があり、仲間に対する思いやりも深かった。

「怪我した者は、集まれ。より怪我の重い者を守って、ただちに撤退しろ」

　馬で駆け抜けながら、怪我をした兵を見つけると、ジュードはすぐに声を掛ける。あまりにも数多く声掛けしているから、いつかその声はがらがらに嗄かれていた。

　ジュード自身も怪我をしていることに、ジョージアは背後から見ていて気付いた。腕に血が滲にじんでいる。それでもジュードは、苦戦している仲間の中に入っていって、無敗軍団の最強戦士達に、果敢に向かっていった。

「ゴシュラム騎士団、ジュード・サビルだ。俺が相手になるっ」

　無敗軍団二人に狙われていた三人の兵の前に、ジュードは割り込んだ。続けてジョージアもその横に立った。

「同じくゴシュラム騎士団、ジョージ・マッカラン。名乗るか、無敗軍団。それとも名乗る名前もないか？」

「おまえらに名乗る名前などないわっ！」

　いきなり剣が振り下ろされる。

　ジョージアは軽く払いのけ、素早く相手の懐ふところに入って斬り込んでいく。

　甲冑の継ぎ目に剣を差し込まないと、大切な剣が刃こぼれして使い物にならなくなってしまうのだ。何人もと戦う時は、体を守るだけではなく、武器や馬も守らないといけない。

　初めて井戸水を汲み上げた時を思い出す。

　桶おけ一杯が、とても重く感じられた。だが何回も汲み上げて運ぶうちに、体はその重さに耐えられるようになった。

　何人もと剣を交わしたが、練習用ではない本物の剣で初めて戦った時は、怖いと思ったものだ。

　だが今は、怖いとは決して思わない。怯んだ時点で負けなのだから。

　ジュードの背後に別の兵が近づいていることに気がついて、ジョージアは素早く移動して援護する。

「おっ、助かった」

　すぐに気がついたジュードは、ジョージアと背をつけて互いを守るようにして戦う。

　二対三になっていたが、ジョージアに不安はない。

　共に戦ってくれる相手がジュードだったら、必ず勝てると信じられた。

「左はジョージアに任せる。右が俺だ」

「わかった。真ん中は？」

「半分ずつ……」

　合図をしたわけでもないのに、二人は同時に戦いだす。一人と向き合って戦っているかと思えば、もう一人とも剣を交わす。あまりにも素早い動きに翻ほん弄ろうされた敵兵の腕に、ジョージアは剣を突き刺していた。

　すると背後では、ジュードが敵兵の足に剣を突き刺している。

　続けて二人同時に、残った一人の喉元に剣を突きつけていた。

「レディに譲るべきかな？　お先にどうぞ」

「いや、生まれ月の早い順で決めよう。私は五月だ」

「俺は八月。負けた、どうぞ」

「では、失礼して」

　ジョージアは兵の肩を斬りつける。甲冑の継ぎ目、僅わずかの隙間に、すーっと剣は入っていった。
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　初めての戦は勝利だったけれど、まだ酔いはない。

　甲冑はところどころ傷がつき、剣は刃こぼれしている。馬は疲れ、少し怪我もしていた。

　これで終わりではないから、戻ったらすぐに修理しなければいけない。そんなことを思いながら帰き途とについたジョージアは、前を行く馬に乗っている、ラウルの金の髪に気がついた。

　それとなく並んだジョージアは、馬上のラウルの姿に驚いた。何と袋の中から取り出したパンを頰張っている。

「ラウル、それは……指揮官としてあまりいい姿に見えないのだが」

「ヘリーニャイト、ふまない。食わないと、たおへるんら」

　もしゃもしゃとパンを食べ、喉を詰まらせるラウルに、バズが水の入った革袋を差し出す。

「弁当持参で戦なんて、俺様も聞いたことないですよ。長期戦ならともかく、こんな短時間なのに」

「私は人より消化が早いんだ」

　やっとパンを吞み込んだラウルは、またもや袋の中に手を突っ込む。

「あれだけちょこまかと動き回っていたら、無理もない。ラウルはまるで野ネズミみたいだったからな」

「チューッ」

　にこっと笑って、ラウルはがつがつとパンを食べていた。

「……」

　そんな姿を見ていたジョージアの心に、またもや疑いが湧わいてくる。

　ラウル・フォー・メイデン。その正体が、ハッシュウィルの急襲を受けて滅んだ、ウラル国の王子、アレンだというのは、皆がもう気がついていることだ。

　だがジョージアは、アレンというよりむしろ、妹のシーナなのではないかと疑っている。

　おかしなもので、女なのに男だらけの世界にいる。けれど過去には、女ばかりがいる場所にもいた。

　そのせいで、何となくだが男と女の違いを、匂いで嗅かぎ分けられるようになったのだ。

　何より気になるのは、ラウルの体からはジョージアの家で作っている、花の香油の香りが時折してくることだった。

　どんな洒落しやれ者の男でも、花の香油はつけない。オーランド公のように、自分の心は半分女なのよと宣言したいような、変わり者だけがつける。

　ラウルはそんな変わり者ではない。男と呼ぶにはまだ若すぎて、少年といった雰囲気のままだが、決して軟弱者ではなかった。

「こんな時は、自分の体が呪わしい」

　ジョージアは謎かけのようにラウルに言った。

「どうして？」

「女の身というだけで厄やつ介かいなことが多すぎる。もし魔法の力を得られるなら、男の肉体が欲しいものだ」

　母が神に祈ってくれたけれど、奇跡は起こらなかった。

　だがここに、もしかしたらその奇跡の方法を手に入れた人間がいる。

　ジョージアにはどう見ても、ラウルはシーナが化ばけているとしか思えないのだが、ややこしいことに、時折ラウルからも男の匂いがした。

「そうかな。レディ騎士は強いから、別にそのままでもいいんじゃないかな」

　またもや水を飲み、新しいパンに手を伸ばしながらラウルは答えた。

「だってレディ騎士より弱い騎士なんてたくさんいる。だけどみんながんばってるし、仲間同士助け合えば、足りない部分は補い合える。女だからってことは、ここでは全く関係ない」

「関係ある人が、約一名、いるみたいですけどねぇ」

　バズは眠そうな目をこすりながら、にやにやと笑って言う。

「シェルランドでは、女というだけで仕官が許されなかった」

「ゴシュラムでは許されたから、それでいいじゃないか。レディ騎士は、ここに来る運命だったんだ」

　ラウルは簡単に言う。では、貴殿は妹君をこんな危険な戦場に送り出すか。そう質問しようとしたら、背後からガチャガチャとおかしな音がする。

　皆が振り向くと、ジュードが馬の背に数え切れないほどの剣を積んで、近づいてきていた。

「戦利品だ。すごいだろ」

「何だ？　倒した兵の剣を、みんな奪ったのか？」

　ラウルは緑の目を大きく見開いて呆れている。

「ああ、剣がなけりゃ、無敗軍団だってそうそう兵は殺せない。ラウル指揮官、これ、私物として貰ってもいいかな？」

「どうするんだ。蒐しゆう集しゆうでもするのか？」

「いや、売れば金になるかなと思って」

　ラウルとバズはぷっと吹き出す。

　ジョージアはがっくりと肩を落とした。

　戦場では、実に頼りになるいい男に見える。けれど終わった途端、やはりジュードは浅はかな軽い男に思えてしまうのだ。　　

「ラウル、一つ貰って、よく調べるといい。ハッシュウィルの製鉄技術はやはり進んでいる。平和が続いたゴシュラムやウラルの剣は、近年、装飾性を優先しているせいで、実戦にはやはり不向きだ」

　ジョージアの言葉に、ラウルはあーあと言って、大きく頷いた。

「なるほど、そこまでは考えてもいなかった」

「何人かが剣を折られていた。ハッシュウィルは甲冑の硬度も高いから、下手に突き刺すと剣がしなって折れてしまう。中心部分をもっと肉厚にして、先端を研ぎ澄ました剣でないと戦いにくい」

「いや、さすがだ。無敗軍団は大男が多いから、肉厚の重い剣をみんな持ってるんだとばかり思っていた。そうか、実戦向きの剣だからか」

　ラウルと真剣に剣の話を始めたら、終わりそうにない。

　その時、突然、ジュードが呻きだした。

「うーんっ」

「どうしたんだ？　怪我をしたのか？」

「そうだよ。いてててて、痛いなぁ。誰かこんな傷ついた俺を、優しく慰めてくれたりしないかなぁ」

　胸を苦しげに押さえるジュードに、ジョージアは冷たく言った。

「痛いのは、胸ではなくて腕じゃないのか？」

「んっ？」

「腕から出血しているようだが」

「あれっ、そうだった？」

　バズがまたもや吹き出して、ジュードに睨まれている。

「そうか。俺が怪我したことを、ジョージアは心配してくれてたんだな。嬉しいよ、ジョージア。悪いが、手当てしてくれないかな」

「ラウル、剣に不慣れな傭兵に、槍を持たせるのもいいが、投石機も考慮したほうがいい」

　ジュードを無視して、ジョージアはラウルにばかり話しかける。

　これ以上、愚かな話を聞いて苛いら立だつより、戦場での勇いさましい姿だけを、心に留とどめておきたかったのだ。
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「サリエリ、戻った」

「ジョージ様、ご無事でお戻りに……」

　野営地のテントに戻ると、出迎えたサリエリにまず剣を渡す。そして甲冑を外してもらうのだ。

「お怪我もなく何よりです」

「そうだな……何度か仲間に助けられた」

　肩当、肘当、脛当と、つけた時と逆の順番で外していく。そして最後に胴体部分を外すと、急に身軽になった。

　それと同時に、心の中も軽くなっていく。

　生きて戻れたことの喜びが、やっと実感できたのだ。

「お戻りになられてすぐで、大変申し上げにくいのですが、戦勝祝賀会のお召し物は、どうされますか？」

「祝賀会？　まだすべては終わっていないぞ。あのハイル王子が、簡単に諦めるとは思えない。ウラルでは急襲したことで成功したが、緻密な戦略を立てた今回は失敗した。頭のいい軍師なら、反省して新たな戦略を練るはずだ」

「ですが、兵にも休息が必要だとの、ゴート王のお考えなのでしょう。騎士団の武具の手入れは、すべて無償で行ってくださるそうです。それ以外にも、報ほう奨しよう金きんをいただきました」

「ゴート王は気前がいい。これで各国の王も、騎士団の必要性を再度認識したに違いない。騎士と名乗れる者は、忙しくなる」

　自分の怪我はかすり傷程度だったが、返り血をかなり浴あびている。

　花の香りがするテントの中が、いつの間にか生なま臭ぐさい血のにおいで満たされていた。

「血を……洗い流したい」

「共同浴場に行かれますか？　男性のところは、さぞや混み合っておりましょうが……ジョージ様、こんな時はレディの特権でございますね」

「そうだな……禊みそぎが必要だ」

「では、お支度を」

　サリエリは何だか浮き浮きしている。ジョージアが無事に戻ったのが嬉しいだけでなく、騎士として十分に活躍したことを誰かから聞いたのかもしれない。

　息子の戦果を喜ぶ父親の心境だろうか。

「サリエリ、祝賀会には、普段どおりの恰好でいく。ドレスなどは用意しないでいい」

「よろしいのですか、ジョージ様」

「戦勝祝賀会なら、私は騎士として招かれたことになる。だったらレディの恰好をする必要はないだろう？」

「お嘆きになる騎士様が、いらっしゃるのでは？」

「誰が嘆くんだ」

「お支度が整いました」

　サリエリは着替えを用意し終え、共同浴場の入り口までジョージアについていくつもりだった。ところがテントの外に、声高に叫ぶ者がいる。

「ジョージア・マッカラン侯爵令嬢のテントは、こちらでございますか？」

「いかにも……そうだが」

　サリエリが出ていくと、まだ少年の文使いが、真っ赤な顔をして、息を切らしながら立っていた。

「シェルランド国、オーランド大公より書簡一通、お届けにあがりました」

「うむ……返信は急がれるのだろうか？」

「いえ……大変な時と察しますゆえ、急ぎ返信はいらぬとの仰おおせでした」

「そうか……ありがとう」

　サリエリは文使いに少し多めの駄だ賃ちんを渡し、巻いた上から深紅のリボンを結び、さらに蠟ろうで封をされた手紙を受け取った。

「今頃、どのようなことでしょう」

「……さぁ……」

　ジョージアは血で汚れた手を気にしながら、自ら封を開いた。

　すると紙の間から、香油の香りが立ち上る。手紙にまで香油を振りかけるのは、レディのすることだがと笑いながら、ジョージアは文面に目を通した。

　サリエリは気になってしょうがないようだ。従者としての心得を知り尽くしたサリエリだから、読んでくれなどとは決してねだらない。だが好奇心はどうにも抑えようがないらしく、意味もなくテントの中を歩き回っている。

「最初は、つまらぬ時候の挨拶だ……だが、サリエリ、面白いことが書いてある」

「何でございましょう」

「私的な感情から、レディ・ジョージアに対して行った非礼を深くお詫わびする」

「ほうっ……」

　サリエリは顔を上げ、ぽんっと手を打った。子供が喜んでいるようなその動作に、ジョージアも思わず笑ってしまった。

「ゴシュラムのゴート王が、レディである貴殿を、騎士として仕官を許した英断を称しよう賛さんしたい。今となってシェルランド国王室の、浅せん慮りよを深く恥じ入っている。貴殿のように優れた騎士が、自国王室を守ることもできないことになったのは、すべて私の責任である」

　私に恥をかかせた罰です。二度とシェルランドで、仕官したいなどと言わないことですね。

　そうジョージアに、指を突きつけて怒ったのは、オーランド公だった。

　ジョージアとしては、幼い王子や女王の警護をする、近衛騎士を志願したかっただけに、最初はがっかりしたものだ。

　今はゴシュラムに来たことが運命だと思えるので、かえってこんな手紙は迷惑なだけだった。「よって改めてお願いする次第である。レディ・ジョージア、いや、ジョージア・マッカラン卿、今一度、シェルランドに戻り、王室付き武官として、我が国王室のために……」

　これ以上読んでも無駄だ。ジョージアはまた手紙をくるくると巻いてしまった。

「オーランド公は、私がこの戦いで戦死する前に、何とか呼び戻そうとしているのだろう」

「お戻りになられますか？」

「いや……父の顔を見には戻るかもしれないが、シェルランド王室に仕えるつもりはない。私は……できるなら……ずっと側で見守りたい人がいる」

　緑の瞳を持つ、不思議な騎士。

　彼が本当は何者なのか知りたい。そして彼が王になった時、世界がどう変わるのか、ジョージアは知りたかった。

「侯爵からは、先日、病だというお手紙がまいりましたが、あれへのお返事はどうなされます？」

「どうせ仮病だ。関心を引きたくなると、子供のようにあそこが痛い、ここが痛いと騒ぎだす。父の常じよう套とう手段だろう……」

　そういえば、同じような手を使いたがる男がいた。

　苦しんでいるところを見せれば、女はみんな心配してくれると思っているところは、父にそっくりだ。

「サリエリ……身を清めに行く」

　一度や二度、命を助けられたから何だというのだ。自分だってジュードを助けた。

　それにジュードは、自分が尊敬できる騎士などではない。

　どうかしてる。きっと一度味わった死の恐怖が、自分の心を弱くしてしまったのだと、ジョージアは思った。
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　頭が痛い。どうやら昨夜の祝勝会で、酒を飲みすぎてしまったようだ。

　最初は静かに飲んでいるつもりだった。それが途中から、ジュードがダンスになど誘うから、おかしなことになってしまったのだ。

　パートナーを変えず、ずっとジュードと踊っていたが、思い出すと愚かなことをしたなと、今頃になって恥ずかしくなってきた。

　ジュードにレディのステップを踏ませた。そんなことをされたら、嫌がってダンスをやめるだろうと思ったらとんでもない。諦めずに、最後まで付き合ったのはさすがだ。

「失礼する。レディ・ジョージアはお目覚めか？」

　まだ夢の途中なのだろうか。ジュードの声が聞こえたような気がした。

「ジョージ様。サビル卿がお越しですが」

「……何の用か訊いてくれ」

「はい……」

　野営用のテントは狭い。話し声など筒抜けだ。いつもより嗄れたジュードの声が、簡易ベッドに寝ていても聞こえてくる。

「シェルランドの侯爵邸に招待されたんだが。ジョージア、起きてるんだろ。ジョージア、ジョージッ」

「う、うるさいな。頭に響く。何だ、サビル卿。そんな約束をした覚えはないが」

「忘れたとは言わせないぞ。朝早くに出れば、夜遅くには着くと言ったのはジョージアだ。さっさと支度しろ。さもないと踏み込む。ぺらぺらの寝間着姿なんて、見られたくないだろ」

「そんな約束を、私がしたのか……」

「まさか、あんな少しの酒で、酔ったなんて言わないよな」

「……」

　そういえば、そんな約束をしたような気もする。

　踊り疲れてテラスに出たのは覚えている。そこにラウルがいたような気もするが、いつの間にかジュードと二人きりだった。

「そうだった。約束したんだ……」

　昨夜の情景が蘇り、ジョージアの頭痛はさらにひどくなる。思い出すだけで、顔が赤くなっていた。








◆◆◆






　テラスに二人きり。

　ずっと体を寄せ合って踊っていたし、酒の勢いもあったから、いつもよりジュードを近づけすぎたのだ。

　ジュードは当然のように、そこでキスをしてきた。だがジョージアは、軽く頰を叩いて払いのけた。

「何だよ、そんなに俺が嫌いなのかっ！」

「ああ、嫌いだ」

「じゃあ、どこが嫌いなんだ。言ってみろ、直すから」

「無理だ……私と同じ、赤い髪が嫌いだ」

「じゃあ染めればいいんだろ」

　ジュードも酔っているから、怒りにも勢いがある。

　無理もない。ジョージアが挑発するように踊っていたから、その気になってくれたと思ってしまったようだ。

　それでいきなり頰を叩かれては、怒りたくもなるだろう。

「それに……その顔が嫌いだ」

「顔？　そ、そんなに変か？　俺としちゃ、かなりいい男のつもりなんだけど」

「だから嫌なんだ」

「何だ、それ」

「いい男で、女たらしで……最悪な男だな」

　ジョージアから離れると、ジュードは深呼吸して息を整える。

　喚わめき散らしたいか、ジョージアを殴りたいか、その両方なのか、自分の気持ちを抑えるのに必死なのだ。

「女たらし……だったのは認める。だがそれはジョージアと巡り合う前、過去のことだ。ジョージアと会ってからは、一度もおかしな真似はしていない」

「そうか？　甲冑に何枚もハンカチを挟んでいた男の言葉とは思えぬが」

「あれは、ハンカチを投げてよこすレディに対する礼儀だろ」

　酔いが最高に回っていた。

　騎士は深酒をしてはいけない。そうグーズリー卿が教えてくれていれば飲まなかっただろうか。

　戦には勝ったけれど、やはり人を傷つけるというのは、自分の心にも傷を作るものだ。

　見ず知らずの人間を、敵側という理由だけで、傷つけなければいけない。ただの武術大会での出会いだったら、試合の勝敗だけで済むが、戦場では命のやり取りになる。

　いつもは冷静なジョージアだったが、酒の酔いに逃げていた。

　そんな時にしつこくジュードに迫られて、少しおかしな気分になっていた。

「なぁ、ジョージア。俺のものになってくれ。でないと……気が変になりそうだ。諦めろと言うなら、もっときちんとした理由が欲しい」

「私は誰のものでもない……私は、私のものだ」

「またそうやって、おかしな理由で逃げるんだな」

「貴殿は珍しいものが欲しいだけ。手に入れたらそれで終わり。飽あきたら捨てる。そんなのは嫌だ。私の体も心も、私のものだ。差し上げるようなものはない」

　自分らしく生きると決めた。

　母と父の呪縛から、やっと自由になったというのに、また別の男に束そく縛ばくされるくらいなら、愛などいらない。

　自分勝手な愛など、迷惑なだけだった。

「宴に戻って、自分にふさわしいレディを探すといい」

「俺は、別にジョージアに普通に婚姻して欲しいなんて思っていない。下着を縫えだの、ベッドのシーツを綺麗にしろだの、命じるつもりもない。そのままでいいんだ……ものにするって言い方が、気に障さわったなら謝る」

　またもやジュードは近づいてくると、ジョージアの手を握った。

「ジョージアが普通の女じゃないってことは、誰よりもわかってるつもりだ。うまく言えないが……そうだ、ジョージア、俺と一緒に歩いていってくれないか」

「……」

　頭の悪いジュードにしては、珍しく気の利きいたことを言ったものだ。

　その言葉は、ジョージアの心の琴きん線せんに触れた。

「一緒に歩く……」

「そうだ。戦場にいて、俺は思ったんだ。ここで死んで、俺は何を残すんだって。ジュード・サビル。あの赤毛の色男。そういえば、そんなやつもいたなって、何となく思い出されるだけなのか」

「そんなことは、みんな思っている」

「そうだよ。だけど愛する者がいたら、誰よりも深く思い出してもらえるだろ？　それだけじゃない。仲間が傷ついているのを見ながら、すべて助けられなかった。俺は、そんなに非力な男なのかと思うと、自信が持てなくなる」

「すべてを助けるなんて不可能だ。貴殿はよく戦った」

　突然、ジュードはがばっとジョージアに抱きついた。

　離そうとしたが、なぜかジョージアの腕は、優しくジュードの背中を撫でていた。

「男として、俺は失格か？」

「そんなことはない……よき隊長だったと思う」

「ジョージア、おまえみたいな最高の女が、俺を男として認めてくれたら、俺はもっと自信を持って生きられる。俺は、ジョージアにとって特別な男でいたい。他の男が、ジョージアの一番になるのは嫌なんだ」

「それは無理だ」

「どうして？」

「貴殿にそっくりの、父がいるから……」

　情熱的なところや、自分勝手で支し離り滅めつ裂れつなところまで、どうして父に似ているのだろう。

　ジョージアは子供をあやす母のように、ジュードの髪を指ですいてやっていた。

「それにもし私が戦場で死んだら、どうするつもりだ。倍の苦しみを味わうことになる。わざわざそんなことはしなくていい」

「それは違うぞ。生き残れたら、倍以上の喜びになる。俺は後悔して死にたくない。何度でも戦うが、そのたびに生き残る。そしてこうして戻って、ジョージアを抱きしめる。それだけで生き残ったことの価値は、何十倍にも膨らむんだ」

「何を言っても聞き入れない。そんなところまで、父にそっくりだ」

「そうか、わかった。じゃあこうしよう。ジョージアの父上が、俺を認めたら、それでおまえも覚悟を決めろ」

「えっ……」

　二人が出会った場面を想像するだけで、くらくらと目め眩まいがしそうだった。

　それだけはしたくない。だがジュードは、もう勝手に決めてしまったようだ。

「明日、シェルランドに行こう。馬を飛ばせば、そんなに遠くはないだろ？」

「ジュード、そんなことをしても無駄だ。それに私は、ドレスを着なければ、家に入れない」

「何だ、そりゃ？」

「女のくせに騎士になるような者は、二度とこの家に近づくなと言われた」

　追い出された時は、せいせいしたと思った。けれどジョージアにしても、死の恐怖を味わった今、改めて父に詫びたい気持ちもある。

　誰だって、我が子が危険な場所に出向くのは望まないはずだ。

　父としては、大切な我が子が死に急いでいるように思えて、許せなかったのだろうと、今ならわかった。

「じゃあ、ドレスを用意しておけ。家の前で着替えればいいさ」

「そんな……」

「これでよーくわかった。その親父殿をまずやっつけないと、ジョージアは手に入らないってことなんだな。俺よりいい男なんて、そういるもんじゃない。じっくり、その顔を拝ませてもらうよ」

　顔だけなら、父のほうがずっと綺麗だ。

　そう言いかけて、ジョージアは口を噤つぐんだ。いくら何でも、そこまで言ったらジュードに失礼になる。

「ジョージア、自分を取り戻せ」

　ジュードは、ひどく生真面目な顔をして言った。

「どういうことだ……」

「誰のものでもないと言いながら、ジョージアはまだ父上から自由になってない。色男の父上は、さぞや母上を泣かせたんだろう。だけどそれは、二人の問題だ。ジョージアには何の責任もない」

「……」

　今夜のジュードはどうかしている。

　時々、頭が素晴らしく回転するようだ。

「俺が父上に似てるってのは、噓だ」

「いや……似ている」

「そうじゃない。ジョージアはすべての男に父上を重ねている。母上のした失敗を、自分もしてしまうのが怖いから、男を遠ざける理由にしているだけだ」

「おかしいぞ、ジュード。貴殿の言葉とも思えない」

「俺は必死だからな。頭の回転もよくなるさ」

　ジュードはふっとため息をつく。

　そしてそのままジョージアを引き寄せ、またもやキスをしてきた。

　今度は許した。

　いや、許してしまったのだ。

　愚かなジョージアと、母に叱られたような気がする。

　叱られたくても、母はもういない。

　ジョージアに、人を愛することを教えてくれる者は誰もいなかった。
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「キスは下手だな」

　唇が離れた途端に、ジュードはふっと笑った。

「な、何だって」

「あんまりキスもしてない証拠だ。あははは、やったっ。よーし、がんばるぞ」

　やはり酔ってしまったのが不覚だったのか。

　ジョージアは黙って、ジュードの腹を思い切り殴っていた。








◆◆◆






　思い出しただけで、冷や汗が出る。何だってジュード・サビルごときに唇を許したのか。

　しかもそれだけではなく、シェルランドに同行させる約束までしてしまった。

「ジョージ様。お支度は整えましたが」

「サリエリ……何だって？」

「馬を走らせれば、夜には侯爵のお館まで着けましょう。お急ぎください」

「私に、家に戻れと言うのか？　しかもあのジュードと」

　サリエリはいつもの淡々とした様子で、馬の背に括くくり付ける荷物を用意している。まさかサリエリが賛成するとは思っていなかったので、ジョージアは焦った。

「サビル卿は、よい騎士です。ジョージ様、レディとしてでなく、騎士として、サビル卿を見られるとよろしいかと」

「……」

　確か昨夜も、ラウルに同じようなことを言われた。

　ジュードはジョージ・マッカランのよき盟友になれると言われたのだ。

「騎士としてなら、サビル卿に何の問題もない。問題なのは、女たらしの才能だけだ」

　ジョージアは怒りながらも、急いで着替え始めた。

　外に出ると、ジュードは地面に座り込んで居眠りしていた。ジョージアは軽くジュードの足を蹴ける。

「何があるか、まだまだ油断はできない。明日の夜には戻るぞ」

「えーっ、もう少しゆっくりしようよ」

「遊びに行くのではない」

「じゃ何しに行くんだ。あっ、そうだった。親父殿に、俺を見せに行くだけだったな」

　にやにやと笑うと、ジュードは立ち上がり、大きく伸びをした。

「逆だ。ジュードが父を見に行くのだろ」

「うーん、まぁ、どっちでもいいさ」

　馬を引き出し、荷を積む。馬車なら三日かかる距離も、乗馬に慣れた二人なら、どうにか半日で行くことも可能だ。

「途中に、バズの家があるらしいな。あいつ、家は遠いとか言ってたけど、思ったより近いじゃないか。ついでに寄って、泊まっていこうか？」

「……下心が見え見えだ。そんな時間はない」

「ありゃ……そんなつもりは……まぁ、ないって言えば、噓になるがな」

　ジュードは楽しそうに笑った。

　早朝の野営地は静かだ。みんな昨夜の祝勝会で酒を飲んだせいか、まだ寝ているのだろう。

　だが中には、自ら訓練に励んでいる者もいる。きっと戦場で自分の非力に気がつき、思うところがあったのだ。

　ジョージアは訓練している騎士に、軽く黙礼して通り過ぎる。すると騎士は、丁寧に挨拶を返してきた。

　ここでは誰も、ジョージアが女だということで特別視はしない。優れた騎士の一人として、敬意を持って接してくれる。

　それが何より嬉しい。

「ジュード様ーっ」

　野営地の外れに差し掛かった頃、バズが馬に乗って二人に追いついた。

「何だよ、まさかおまえも一緒に行くとか、言わないよな」

　ジュードは焦っている。

「そんな、気が利かない男に見えます？　もう少し信頼して欲しいですよ」

　バズは、手にしていた二つの包みを差し出した。

「ゆっくり料理なんて食べてる時間はないでしょうから、弁当ですよ」

「料理長殿……」

　ジョージアはバズの思わぬ親切に驚いた。

「レディ騎士。もしかして黒騎士の正体は、あなたでしたか？」

「えっ……」

「俺様、ずっと気になってたんですけど、訊く勇気がなくてね」

「……シェルランドでは、そう呼ばれてもいた」

「やっぱりねぇ」

　今となっては懐なつかしい。ゴシュラムに向かう街道は、ジョージアにとって最高の稽古場だったのだ。

「黒騎士と一度お手合わせ願いたいと思ってたけど、叶かなわなくてよかったです」

「どうしてだ？」

「だって勝てないですもん。そうしたらきっと俺様、自信なくして、武術大会に出たいなんて思わなかったです」

「そうだろうか」

「そうですよ。そんで武術大会に出なかったら、みんなと知り合えなかったしね。香料の入ったパンに、レディ騎士のお好きな鶏とり肉にくを挟んであります。革袋には、冷ましたハーブ湯を入れておきました」

　パンを焼くには、もっと早い時間に起きなければいけない。ジョージアはバズの深い心遣いに感謝した。

「ありがとう、料理長殿」　

「いいえ。しっかし、ジュード様、ついにやりましたねぇ。父上とご対面ですかぁ」

　バズはにやにやと笑いながら、ジュードに包みを手渡す。

「何でもべらべらと喋る男だな。料理長殿にまで言ったのか」

　ジョージアはバズがこの旅の目的を知っていることで、恥ずかしさから顔を赤くした。

「俺は隠し事は嫌いだ。バズ、恋敵が父親一人ってのは、楽勝だと思うか？」

「いいえ、父親ほど厄介な相手はいないですよぅ。ま、せいぜいがんばってください。そんでよければ、俺様の家にも泊まってくださいよ」

「……」

　ジョージアはきっとジュードを睨みつける。するとバズが、慌てて言った。

「もちろん、ちゃんと鍵付きの部屋を二部屋、用意させますから。バズがそう言ったといえば、最上級のレディ用の部屋を空けてくれるはずです」

「いずれまた機会があったら、ぜひ、立ち寄らせていただく。今は戦況がどう動くかわからない。もし何かあったら、料理長殿、ラウルのことをよろしく頼む」

「何だよ、恋敵はもう一人いるのか？　ラウルのことなんて興味ないような顔してぇ、ひどいじゃないか」

　ジュードは怒るが、やはりジョージアは、宴の途中からふっと姿を消してしまったラウルのことが気になっていた。

「任せてください。まぁ、俺様にできることっていったら、メイデン子爵にたっぷり美う味まいものを食べさせてあげることくらいだけど」

「いや、それだけで十分だ。あの大食いは、パンがなければ生きていけないのだから」

　三人は同時に笑い合い、そこに今はいないラウル・フォー・メイデンのことを、それぞれ心に思い描いていた。








◆◆◆






　国境の警備は、友好関係国間では緩やかだった。ところがこの戦のせいか、いつもより警備兵も多くいるのに、通行証の確認などに時間がかかっている。

　やはりシェルランドでは、ゴシュラムを通ってハッシュウィルの人間が入り込むのを警戒しているのだ。

　ずっと馬を走らせてきたから、貸し馬屋に自分達の馬を預け乗り換えてきた。馬が元気なうちに、さらに先に進みたいのにとジョージアは苛立つ。

「うーん、こりゃ、バズの家に泊まったほうがよくないか。戻ろうか、ジョージア」

　夕暮れが迫っていた。ジュードは空を見上げながら、それとなく誘う。

「駄目だ。夜明けになっても構わない。休まずに行く」

「三日はかかるところを、早馬で駆け抜けてるんだ。疲れた。ケツが痛い」

　またもや子供のように駄だ々だをこねるつもりだろうか。

「だったら一人で泊まれ。私は先に行く」

「わかったよ。馬の上で居眠りしそうだ」

「さっき貸し馬屋で休んだだろう」

「はいはい、そんなに俺は信用できないってことなんだな」

「ああ、できない」

　やっと二人の番が近づいてきた。

　主立った街道でしか、こういった通行証の確認は行われない。山中を抜けていけば、いくらでも他国への侵入は可能だ。ただしそれには、狼や熊、それに山さん賊ぞくと出会う覚悟をしなければいけなかった。

「これなら狼退治覚悟で、山を行けばよかったか」

「よしてくれ。ラウルがいれば狼相手も楽だが、俺達だけじゃ、下手すりゃ食われちまう」

　二人は国境警備兵の前に立つ。

「身分証を……いや、これは失礼いたしました。黒騎士……ではなく、マッカラン様」

　ジョージアの髪を見ただけで、警備兵は通行証もろくに目を通さず、恭うやうやしく返してきた。

「へぇーっ、ジョージア、シェルランドでは有名なんだな」

「特にこの街道ではだろ」

「黒騎士って何だ。バズもそんなこと言ってたよな」

「一人でこの街道の掃除をしていた。それだけだ」

　ジョージアは馬を飛ばす。ジュードも慌ててその後を追った。

　暗い森の道を照らすのは月だけだ。それでもジョージアは迷わずに駆け抜ける。

　かつて黒騎士として、夜になると走り回っていた道だ。最初の頃はよく盗賊に出会えたが、黒騎士の話が伝わると、いつか盗賊の数も減ってしまった。

　いいことをしたなんて、ジョージアは思っていない。

　心の渇かつ望ぼうを満たすために、盗賊とはいえ人を斬ったことを、少し後悔している。

　けれどそのおかげで強くなれた。恐れを知らなくなり、勇気も持てたのだ。

　森を駆け抜ける。すると途端に辺りは花の香りで満ちてきた。

「ジョージア、止まれ。何だ、これは？」

　ジュードが叫んだので、ジョージアも馬を止める。

「これは……何なんだよ」

「ジュード・サビル卿、シェルランドのマッカラン領にようこそ。貴殿を正式な客人として、我が領土にご招待する」

「これが……マッカラン侯爵家の領地なのか？」

「ああ、そうだ」

　月が、延々と続く花畑を照らしていた。温暖な地に咲く色とりどりの花が、はるか遠くの丘まで埋め尽くしている。

「以前は牧草地だったそうだ。私の祖父は狼退治に手こずって、羊を飼うことを諦めた。代わりに花を植えて、香油の生産に切り替えたのだ」

「美しい……俺はシェルランドに来るのも初めてだが、こんな美しい風景を見るのも初めてだ」

　二人はゆっくりと馬を進める。

　夜には花も色を失う。だが月の光を受けて、少しだけ昼に見せる色を感じさせてくれた。

「ラウルがいたら大喜びするだろうな。花を栽培するから、蜜みつ蜂ばちも飼っている。我が家の蜂はち蜜みつは、特別においしいんだ」

「そうか……蜂蜜ね。それと何を作ってるって？」

「蜜蠟の蠟ろう燭そく。最近では、花から色を取り、生き地じの染色も始めている。父は女たらしだっただけのことはある。レディが欲しがるものを、よく知っている」

　夫婦の関係は壊れてしまったが、母の選択は正しかったとジョージアは思う。祖父が始めたことを、さらに父は発展させているのだから。

「もしかしてジョージア……とんでもない名家の姫君なのか？」

「さぁ、どうなのだろう」

「侯爵家だものな。ゴシュラムの貧乏男爵家とじゃ、やはり格が違いすぎるな」

　ジュードは弱気な声を出した。

「そうだよな。本当なら、ゴート王とだって、婚姻する資格があったんだ。もしかして、それを見込んで武術大会に出たのか？」

「まさか……ゴート王には許嫁がいる」

「だけどゴート王は、今はラウルの妹の、レディ・シーナに夢中だ。あの位置にジョージアがいたっておかしくない」

「玉ぎよく座ざに興味はない。それより、こうして馬の背に跨っているほうが、私らしい。そう思わないか？」

　ほとんど城の中で一生を終える女王になど、なりたいと思ったことは一度もない。

　自由というものを知ってしまったからだ。

　ジョージアは咲き誇る花々を見ながら、何度も深呼吸を繰り返し、体の隅々にまで故郷の香りを行き渡らせる。

「何不自由なく暮らせる身分なのに、何で騎士なんかになった？」

「何不自由なく暮らせても、自由だけがない。そんな生活は嫌だ」

「羨うらましいよ。俺の家は、曾ひい爺じいさんが、頭の弱い男爵家の姫と婚姻して、何となく爵位を手に入れただけだ。領地なんてほとんどない。ゾードの町外れに屋敷はあるけど、狭いしなぁ。兄妹も多くて、弟や妹の面倒を見るだけで両親は大変なんだ」

「だから名家のレディと婚姻したかった。違うか？」

「まぁ、そうだな。だが誤解しないで欲しい。俺は別にジョージアが、侯爵令嬢だからって、好きになったわけじゃない。いや……むしろ、今は、こんな金持ちで困ってる」

　ジュードは正直だ。調子のいいことも言うが、こんな時には噓をつかない。

　だからジョージアは、ジュードの言葉が嬉しかった。

「父は……爵位も持っていなかった」

「えっ？　爵位なしって、ただの騎士だったってことか？」

「そうだ。母と知り合った頃は、財産と呼べるものは、美しさしかないような男だった」

「ジョージア……今すぐ、馬を降りてキスしたい」

「……」

「最高の励ましだ。ありがとう、ジョージア。ようしっ、負けないぞ。そうか、男爵家の肩書があるだけ、少しは俺もましってことか」

　父よりましな部分がまだある。

　ジュードは名前だけの騎士ではない。剣を持って戦う、本物の騎士なのだ。

　そう言ってあげたかったが、また調子に乗るといけないので、あえてジョージアは口にしなかった。

「見えてきた……あれが、マッカランの館だ」

　夜空を背景に、大きな館のシルエットがくっきりと浮かび上がっていた。

「でかいな」

「中で香油や、花を干して作る香り袋なども作っている。そのために使用人も大勢住んでるんだ。家族だけがいるわけじゃない」

　館を見ていると、ジョージアの胸に忘れていた悲しみが蘇る。

　家に戻っても、そこに母はいないのだ。

「ジュード……私はここで、十四歳まで男として育てられたんだ」

「何だって？」

「ジョージ・マッカランとして、領主になるべく育てられた。だが女とわかってから父は、体てい裁さいを整えるため、私を誰も知らない女に産ませた庶子として、再度この家に呼び寄せたんだ」

「はっ？　だってその体じゃ、誰がどう見たって女だろう。女の中でも、特別胸がでかいのに、気付かれないなんてないだろ」

「……十四歳まで、胸なんてほとんどなかった」

「ええーっ」

　こんな話をするべきでなかっただろうか。やはり誰にも理解しがたい生おい立たちなのだ。ジョージアはそれ以上話すのはやめようと思ったが、逆にジュードのほうから訊いてきた。

「じゃあ、そのジョージ・マッカランはどうなったんだよ？」

「ゴシュラムで行方不明になった、そういうことになってる。母が死んだ時に……ジョージ・マッカランも死んだんだ」

「そうかぁ、それで従者が、いつもジョージ様って呼ぶんだな。あの爺さん、歯が抜けてて、ジョージアって言えないのかなと思ってた」

「……サリエリは、堅い肉でも、木の実でもまだ食べられるのだが……」

　どうして真面目な話をしていても、ジュード相手だと深刻にならないのだろう。ジョージアは呆れながらも、そこがジュードのいいところなのかもしれないと認めた。

「けど気がつくだろう、普通。顔は同じなんだからさ」

「そうだな。マッカラン家で働く者は、みんな薄々気がついている。けれど私を男として育てなければならなかった母の気持ちもわかっているから、気付かないふりをずっと続けてくれているんだ」

「ふーん、それじゃ俺は、二倍得したってわけだ」

　またもやジュードはおかしなことを言う。意味がわからず、ジョージアはじっとジュードを見つめた。

「すごくないか？　俺は、生涯共に戦っていける盟友と、ずっと愛せるレディを、同時に手に入れたんだ。一本の矢で、キジとウサギを射貫くより、ずっと難しいことだぞ」

「……」

　ジョージアの脳裏に、ラウルの言葉が鮮やかに蘇る。

『きっと彼なら、ジョージ・マッカラン卿とも盟友になれる』

　この天性の明るさが、ジョージアにとっては救いになるのかもしれない。

「ついでに、俺の子供の母親になってくれると嬉しい」

「初耳だ。すでに子供がいるのか？」

「なっ、ち、違うよ。これから産んで、育てるって話だろがっ」

「それは……どうかな」

　ジョージアは馬を急がせる。

　笑いを誤魔化すにはそれしかなかったのだ。
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　門番小屋で、ジョージアは着替えた。以前、リリスのところで作らせた、赤と黒のドレスだ。それを着て出て行くと、ジュードは短く口笛を吹く。

「ドレスじゃ馬に乗りにくいだろ。一緒に乗っていこう」

　ジョージアの体を持ち上げると、足を揃えたまま横座りに馬の鞍に座らせる。そんな体勢で馬に乗ることは滅多にないので、おかしな感じがした。

　ジョージアの後ろに乗ったジュードからは、緊張した様子が伝わってくる。

「下りようか？　歩いてもそれほどの距離じゃない」

「いや……こう、何ていうのか……ジョージア、改めて近くにいると、その、素晴らしい香りがして、鼻血が噴き出しそうだ」

「下りる」

「待て、待てって、何もしない。ほんの短い間なんだから、俺にも至し福ふくを味わわせてくれ」

　ジュードが髪の匂いを嗅いでいるのがわかった。そのまま項うなじへと顔が下がってくる。微かすかに唇が触れたように感じられたが、ジョージアは無礼を許した。

「女達の自由を奪っているのは、ドレスじゃないだろうか」

　コルセットで締め付けられた腹部が苦しくて、ジョージアは思わず呟く。

「違うさ。世界が平和になって、みんなが豊かになれば、女だって自由になれる」

「……」

「危険がなくなれば、女だってもう守られるだけじゃない。好きなことがやれるようになる」

「たまにはいいことを言う。そのとおりだな」

「たまにじゃない。いつもいいこと言ってるのに、ジョージアがちゃんと俺の話に耳を傾けないからだ。ラウルの言うことは、何でも聞くくせに」

「それはそうだろう。だってラウルは……神を持ってる」

　ウラルは独特の神を持っている。他の諸国が、聖人や土俗の神を崇あがめているのに、ウラルだけは本当にそこにいたかのように、様々な伝説を持った神を信仰していた。

「そうだな。大食いで大酒飲みの神様だ。ウラルの人間は、貢みつぎ物に苦労しただろう」

「蜂を飼うことを、最初にやったのはウラルだ……神が与えてくれたのかな」

「そして自分で食べると。実に合理的だ」

　ついにジョージアは笑いだしてしまった。

　泣くのと同じくらい、笑いも騎士にふさわしいものではない。おかしくてもせいぜい微笑むくらいのほうが、威厳が保たもてる。

　なのにジョージアは、少女のように笑っていた。

「女の笑顔と笑い声は、どんな呪いも追い払う。ジョージア、もっと笑ったほうがいいぞ。笑ってると、とても素敵だ」

　ジョージアもそう思う。

　母がもっと笑っていたら、きっと何もかもが変わっていたに違いない。けれどそうなると、ジョージアはジュードやラウルに会えなかったのだ。

「毎日でも笑わせてやる。だから、ジョージア。俺と一緒に行こう」

「どこへ……行くんだ」

「さあな。とりあえず同じ時を過ごせばいい。戦う時も、飯を食う時も一緒だ。そして……寝る時も……」

　気の利いた答えが返せない。そうしているうちに、館の入り口に辿り着いてしまった。

　家中に響き渡るような音で、ドアをノックした。しばらくすると、中から重たいドアが開かれる。

「レディ・ジョージア……」

　出迎えた侍従頭は、その姿に驚いている。

「こんな時間にすまぬ。父に挨拶だけしたい。客人がいるので、よければ眠れるように用意を整えてはもらえないか」

「お待ちください。すぐに侯爵様にお知らせいたします」

　広いホールに入ったジュードは、壁を飾る先代の肖像画に驚いている。

「由ゆい緒しよ正しいってのは、これを言うんだな。だけどジョージア、赤毛は一人もいないぞ」

「そうだな。赤い髪は父から、鳶色の瞳は母から貰った。あれが母だ」

　肖像画の最後にあるのが、レディ・カナンだ。

「うーん、美人だが、ジョージアのほうがずっと綺麗だ」

　この顔も父からと言ったら、ジュードはどう思うだろう。

　居間に入ると、雰囲気が変わっていたのでジョージアは驚く。すべてが明るい感じにしつらえてあるのは、マイヤの趣味というより父の趣味だろう。

「うわーっ、緊張してきたな。戦より緊張する」

　ジュードは両手を握りしめ、何かを祈っていた。

「ジョージア」

　その時、ドアが開いてボルドが現れた。

「ドレスで来たか。いい心がけだ。ゴシュラムとハッシュウィルの戦については聞いた。オーランド公が慌てて、おまえを呼び戻そうとなさっている。いっそこのままゴシュラムには戻らずに、ここにいるといい」

「父上、客人です」
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　そこに客がいるのも気付かず、ジョージアを抱擁していたボルドは、言われて慌てて振り向いた。

「これは失礼……」

　二人の男は目を見交わし、そして無言になった。

　いつもは饒舌な二人なのに、なぜか互いを見た瞬間、言葉を失ったのだ。

「ジュード、父のボルド・マッカラン侯爵。父上、ゴシュラム騎士団のジュード・サビル卿です」

　二人を紹介したが、軽く黙礼を交わしただけだ。

　ジョージアはいつもと調子があまりにも違うので、どうしたらいいのかわからない。

「……ようこそいらした」

　やっとボルドが口を開いたが、その声には緊張感が溢れている。

「どうも……素晴らしいお館ですね」

「ああ……その、失礼だが、その髪は生まれつきかね？」

「はい。そうですが」

「そうか……」

　会話にもなっていない。ジョージアは呆れながら、椅子を示した。

「長旅で疲れただろう。すぐに食事を運ばせる。当家ではワインも作らせているが、蜂蜜を仕込んだ甘い酒だ。それより普通のワインがよければ、王室が作らせている白ワインがあるが」

「えっ、ああ、じゃ、両方いただこうかな」

　ジョージアは頷くと、小間使いに命じるために部屋を出た。

「どうかしてる。何を意識し合ってるんだか」

　足早に歩きたくても、ドレスの裾がまつわりついて歩きにくい。思い切り裾を持ち上げて、侍従の控え部屋に入ったら、そこにマイヤがいた。

「レディ・ジョージア」

　マイヤは義は母はだというのに、目上の者にするように正式な挨拶をしてきた。そうなるとジョージアも、正式なレディの挨拶を返さないといけない。

「レディ・マイヤ。お元気そうで何よりです。本日は客人を伴い、帰郷いたしました。盟友のサビル卿には、手厚いもてなしを希望いたします」

「はい……あの、その方とご婚姻なさるのですか？」

「まさか……」

「近いうちに、レディ・ジョージアが帰郷なさると、侯爵様からは聞いておりました。私が何事にも知識が足りなく、ご婚姻の準備など、至らないと思いますが」

「いえ、違います。サビル卿は戦友です。私は、サビル卿と共に、すぐにゴシュラムに戻りますから」

「えっ……だって、お戻りになるとばかり」

　ここは今のジョージアがいる世界ではない。

　花に囲まれ、平和に暮らせるのはわかっているが、この平和を守るために、ジョージアは戦い続けないといけないのだ。

「ゴシュラムでは、騎士団の仲間が待っております。私は……彼らと共に、花が枯れることのない世界を作りたいんです」

　学のあまりないマイヤには、ジョージアの言っていることはよくわからないだろう。マイヤに理解できたのは、自分がジョージアの婚姻の準備を仕切らないでいいことと、今宵、客人をもてなすということだけだ。

「ワインは当家のものと、王室の白を。長旅で汚れてしまいました。入浴できれば嬉しいのですが」

「仰せのままに」

　マイヤは侍従のように頭を下げた。

「レディ・マイヤ……」

「はい」

「そんなにおどおどなさらないで。あんなにわがままな父の面倒を、ずっと見ていただき、感謝しております。あなたでなければ、父の側にはいられないのですから、もっと女主としての自信を持っていただきたいのです」

「……」

　マイヤは慌てて目をこすっている。ジョージアは近づき、今ではすっかりふくよかになったマイヤの体を、そっと抱きしめた。

「浮気者の父ですから、ご苦労なさったことと思います。あまりひどいことをするようなら、いつでも私のところにいらしてください。きっと父は、大慌てで追ってくるとは思いますけれど」

「ジョージア……私達を恨んではいないのですか？」

「はい……花が、見事に咲いていました。私はそれだけで満足です。祖父から受け継いだものが廃すたれることなどないように、それだけが私の願いでしたから」

「何と、お心の広い……レディ・ジョージア、感謝いたします」

　そんなに卑ひ屈くつにならないで欲しいと思うが、こればかりはどうすることもできないらしい。

　ジョージアは笑って、マイヤの気を引き立てるように言った。

「私が帰った後の父の様子を、こっそりと手紙で教えていただけますか」

「まぁ」

「きっと面白いことを、たくさん言うに決まっています。それを全部、教えてください」

「はいっ、そんなことでしたら、いつでも」

　マイヤの顔に笑顔が広がった。

　女というものは、こんなつまらない陰いん謀ぼうが大好きだ。けれど世界征服しようなんて陰謀には興味がない。

　世界中の女達が立ち上がり、世界を征服しようなどと思いだしたら、大変なことになるというのははっきりしていた。
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　わざとジョージアは、居間にすぐに戻らなかった。入浴を済ませ、新しく作られた香油を体に塗り込み、すべて気持ちよくしてから居間に戻った。

　もしまだぎこちない会話が続いていたら、それはそれだと思って入っていくと、すでにワインの瓶ボトルが、何本も空いている。

「黒髪の女は貞てい淑しゆくだというのは、あれは噓だ。私は何人も貞淑ではない黒髪を知ってるぞ」

　ボルドはすっかりいつもの様子に戻っている。

「東のほうの国では、全員が黒髪というのは本当ですか？」

「ああ、瞳もみんな真っ黒だ。なのに肌は少し色濃いな。巻き毛はほとんどいない」

　ジョージアが戻ったことにも気付かず、二人は熱心に話し込んでいるが、どうせ女の話だというのは想像できる。

「話が盛り上がっているようだな、ジュード」

「あっ、これは失礼」

　ジュードは立ち上がり、素晴らしい笑顔でジョージアの手を取り、椅子へと導く。その姿は珍しく優雅だった。

「マッカラン侯爵は、なかなか話の面白い方だ。いやぁ、笑った。ワインも美味い。こんな美味いワインは久しぶりだな」

「いやいや、サビル卿もかなりの強つわ者ものだ。ジョージア、面白い話を聞いたぞ」

「あっ、駄目です、侯爵。それはジョージアには秘密だって言ったでしょ。男同士の約束を、すぐに忘れてしまうんだからなぁ。やめてくださいよ。俺には未来がかかってるんだから」

　二人は勝手に盛り上がっている。

「何だ、結局は仲良くなったのか」

「仲良く？　とんでもない。私からジョージアを奪おうとするような男と、どうやって仲良くするんだ」

　ボルドはちくりと言ったが、その目は笑っている。

「えーっ、ひどいな。さっきは、あんなじゃじゃ馬の相手ができる男なんて、そういないって言ってたじゃないですか」

「そうだっけ……」

「言いましたよ。侯爵、酒に弱いんですか？」

「とんでもない。酒と、あれだけは、誰にも負けない自信がある」

「あれ……あれって何だろうなぁ」

　これではどっちが話しているのかわからない。ジョージアはまた今け朝さの頭痛が戻ってきたような気がして、座ったばかりだったがすぐに席を立った。

「疲れたようなので、父上、先に休ませていただきます」

「何だ、来たばかりなのに。私そっくりの美しい顔を、もっと見せておくれ」

「……もう、あまり似ておりません。私、まだ目尻に皺などありませんから」

　ボルドが気にしているだろうことを、ジョージアはわざと言ってやった。

「聞いたかぁ、サビル卿。あの皮肉屋なところは、何とかしてくれっ。人の一番、気にしてることをーっ」

「いやいや、男は年輪を重ねてからが本物ですから」

　二人でそうやって飲んで騒いでいればいい。ジョージアはさっさと部屋を出たが、疎外感はなくほっとしているばかりだ。

　久しぶりに自分のベッドでゆっくり眠ろうと思ったが、さて、部屋の鍵を掛けておくべきなのかどうかが、悩むところだった。
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「俺はバカだーっ」

　ゴシュラムに戻る途中、ジュードは何度も同じ言葉を叫んでいる。

「何だって、ジョージアの親父殿と、朝まで飲んでたんだぁ。上の寝室に、ジョージアが寝てたのに、忍び込むこともしないなんて、ジュード・サビルのすることかぁ」

「うるさい。あんまり騒ぐと、また頭が痛くなるぞ」

「大酒飲みだな、親父殿は。しかも女たらしで、ありゃ、どうしようもないぞ。まだ俺のほうがましだ」

「父も同じように思ってるだろうな」

「一緒にされてたまるか」

　国境を越え、バズの生家の側を通り、貸し馬屋に辿り着く。そこには二人の愛馬が、ゆっくり休養をした後の元気な姿で待っていた。

　どうしてなのだろう。故郷に帰るような、弾はずんだ気持ちになっている。

　確かにシェルランドの生家は、変わらず温かくジョージアを迎えてくれたけれど、今はなぜかゴシュラムの野営地が懐かしかった。

　ジュードは井戸の側で、がぶがぶと水を飲んでいる。そしてあまり寝ていない疲れた顔で、またもや同じ言葉を繰り返す。

「二人きりでいられる、滅多にない機会だったのに。俺は……バカだ。それともジョージアの部屋に行かせない、親父殿の策略かぁ。そうだ、そうだよな。あのクソ親父。貴殿なら許そうとか言いながら、結局邪魔してるんじゃないか」

「それ以上、私の父の悪口を言うようなら、二度とジュードにキスはしない。それでも言うか？」

「……そういうのを汚いっていうの、知ってるか？」

「見えない武器、心を使うのはレディの得意技だ。私は騎士だが、レディでもある。ジュード、簡単に扱える相手じゃないと、覚悟はできてるんだろ」

「ああ、できてるよ。レディ騎士」

　ジュードは顔を洗い、パンパンと頰を叩いた。

　そして綺麗になった顔のままジュードは振り向いて、素晴らしい笑顔を見せた。

「レディで、騎士で、そして俺の盟友で……最高の恋人さ」

　まだ恋人じゃない。

　近づいてきてはいるけれど。

　それを口にしたら、皮肉屋と思われるのだろう。

　だからジョージアは、口元を軽く吊り上げて微笑むだけにした。

　騎士の笑いとは、その程度で十分なのだ。











終わり　　










　あとがき




　いつもご愛読、ありがとうございます。

　ビーズログ文庫、一周年ですね。おめでとうございます。

　創刊時にこの『金の王子』シリーズを始めさせていただき、もう一年。本当に早いものだと思います。

　そしてついに、番外編まで書かせていただけることとなりました。

　本編が四冊、そしてこの番外編と、一年の間続けられたことは、作者として何よりの喜びです。




　さてさて、私、ボーイズラブの著作数のほうが多い作家なのですが、ビーズログ文庫では、すっかり強い乙女書きに徹てつしております。

　今回は最強レディ、レディ騎士の話となりました。

　強い女性、大好きです。

　でも、なぜ強い女性なのでしょう。

　強い男性ももちろん大好きなんですけどね。

　私は映画大好きなんですけれど、最強ヒロイン、実に多いと思います。

　男より強い女性がいっぱいいますもの。

　特にお気に入りは、『エイリアン』。戦うシガニー・ウィーバーの格好いいことったら。

　それと『トゥームレイダー』のアンジェリーナ・ジョリー。あれだけ強くて美しい女性は、見たことありません。美しいのに、戦う姿が似合うアンジェリーナに、ブラピがぐらっときたのもわかる気がします。

　そして『チャーリーズ・エンジェル』。ただ強いだけでなく、ポップでのりのいいキュートなおねぇさま達。たまりませんよね。

　クールな『キルビル』、ユマ・サーマンも素敵。

　そしてさらにクールで中性的な、ミラ・ジョボビッチ。ゾンビ相手でも、負けてませんから。

　もちろん女性の強さは、肉体的なものだけではありません。精神的にも、男性をはるかに凌しのぐ、強い精神力を持つヒロインも大勢います。

『金の王子』シリーズで、一番か弱く見えるレディ・サナ。精神的には、二強のシーナとジョージアに、決して引けを取ることはないと私は思っています。

　でも女性が強くなったのは、最近のことじゃありませんよね。昔から強い女性はいっぱいいたんですから。

　ギリシャにはアマゾネスという、女ばかりの国があり、そこには最強の女性軍団があったということです。

　伝説かもしれませんが、現実に戦う女性がいたことから生まれた話なのでしょう。

　それにしても甲かつ冑ちゆうは重いです。剣も重いし、盾たても槍やりも重いです。

　レディ騎士、見かけによらず力持ちだわ。だって、シーナみたいにウラルの力を借りてるわけでもないんですもの。




　イラストお願いいたしました、佐さ倉くら汐しお様。いつも、いつも華か麗れいな素晴らしいイラスト、ありがとうございます。おねぇさまっ、素敵っと、思わず叫びそうな表紙でございました。引き続き、本編のほうも、またぜひよろしくお願いいたします。

　担当Ｕ様。ビーズログ文庫のレディ騎士と呼ばせていただきます。タフさは最強。シリーズ最後まで、どうぞよろしく。

　そして読者様。本編もいよいよクライマックスです。

　一年間、本当に楽しんで書かせていただきました。最強キャラクター達が、皆様の心の片隅に、いつまでも生き続けていけますように。


剛ごう　しいら拝　　　







著者

剛しいら

Siira Gou




誕生日は６月９日、双子座でＡ型。

東京都出身、千葉県在住。

最近のマイブームはお握り。

王道のシャケ、たらこに梅干から、洋風にアレンジしたものもいろいろと楽しんでいます。

お気に入りは、ミートボール入りの、カレーピラフお握り。

スイーツ大好きだけど、さすがに生クリームや、チョコ入りにはチャレンジしてません。







イラスト

佐倉 汐

Shio Sakura




７月３日の蟹座Ａ型、大阪府出身。

この夏地元大阪に戻り、たこ焼き三昧な日々を送っています。

時代・国・職種を問わずの「制服」好き。

最近は戦国武将の鎧兜のシルエットにときめいています。
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